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ふ
る
さ
と
の
先
人
を
ま
ち
づ
く
り
、
人
づ
く
り
、
心
そ
だ
て
に
活
か
す

in竹
田

平成22年10月23日㈯
　　　　　　　  12:45 ～ 17:00
竹田市文化会館大ホール

廣瀬武夫

　

竹
田
市
は
、
廣
瀬
武
夫
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
先
人
を
輩
出
し
て
き
ま
し
た
。
先
人
の
真
の
人
間
像
と
そ
の
精
神
を
永
く
後
世
に
伝
え

る
と
と
も
に
、
そ
の
偉
業
を
通
し
て
、
地
域
を
再
考
し
、
地
域
の
活
力
源
と
し
て
今
後
の
交
流
や
発
展
の
機
会
と
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
が「
嚶

鳴（
お
う
め
い
）フ
ォ
ー
ラ
ム
」で
す
。
平
成
�9
年
、
上
杉
鷹
山
の
師
・
細
井
平
洲
を
故
郷
の
先
人
と
し
て
顕
彰
す
る
愛
知
県
東
海
市
の
呼
び

か
け
に
よ
り
第
１
回
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
東
京
で
開
催
さ
れ
、
翌
年
全
国
�3
自
治
体
で「
嚶
鳴
協
議
会
」が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
ド
ラ
マ「
坂
の
上
の
雲
」で
も
廣
瀬
武
夫
に
ス
ポ
ッ
ト
が
当
た
る
今
年
は
、「
嚶
鳴
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
竹
田
」と
し
て
、
こ

れ
ま
で
知
ら
れ
ざ
る「
人
間
・
廣
瀬
武
夫
」の
魅
力
を
明
ら
か
に
し
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
し
て
い
こ
う
と
い
う
取
り
組
み
で
す
。

「嚶鳴フォーラムin竹田」のみどころ
ＮＨＫ「坂の上の雲」廣瀬武夫役の藤本隆宏さんが登場！
　昨年11月から放映が始まったＮＨＫスペシャルドラマ「坂の上の雲」で廣瀬武夫を演じているのが藤本隆宏さん。
映画「Playin’ for Money（プレイ・フォー・マネー）」（榎本二郎、ケビン・グラバー共同監督）では初主演を果たす。
ご多忙な中に廣瀬のふるさと竹田市のため、このフォーラムにご参加いただく。

ロシアからスヴェトラーナさんが来日！
　ゲストで、唯一海外からご参加いただくのは、スヴェトラーナ・フルツカヤさん。現在、ロシア外交アカデミー
博士課程に在籍中。ＮＨＫの「坂の上の雲」の仕事に５年間携わる。これを機に廣瀬とアリアズナの研究をはじめ、「嚶
鳴フォーラム」を前に、廣瀬武夫研究に貴重な資料を竹田市に寄贈いただく。ロシアでのロケでは、藤本さんとも
交流があった。廣瀬のふるさと竹田で、廣瀬役の藤本さんとの再会となる。

「廣瀬武夫・死の真相」に続き、新事実が明らかに！
　今年２月に開催した「プレ嚶鳴フォーラム」では、日露文化センター代表・川村秀さんが「文藝春秋」臨時増刊号
に発表した「廣瀬武夫・死の真相」について講演があり、日露戦争で被弾した廣瀬武夫は、敵国のロシア軍によって
ロシア艦船上で丁重に葬儀が営まれていたことが明らかになった。その後も川村さんは、スヴェトラーナさんとも
連絡をとりながら、引き続き、日本とロシアで廣瀬武夫に関する調査研究を深めた。今回の「嚶鳴フォーラム」では、
廣瀬が恋したとされるアリアズナに関する新事実が明らかにされる。
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作
家
。
１
９
２
７
年
東
京
生
ま
れ
。

東
京
都
庁
で
企
画
調
整
局
長
、
政
策

室
長
等
要
職
を
歴
任
し
た
後
、
退
職

し
作
家
活
動
に
専
念
。
歴
史
上
の
人

物
を
通
し
て
組
織
と
人
間
の
関
係
を

探
る
こ
と
を
テ
ー
マ
に
、
地
域
に
埋

も
れ
た
歴
史
上
の
人
物
の
発
掘
を
行

な
う
。
全
国
各
地
を
飛
び
回
り
、
年

２
０
０
回
以
上
の
講
演
活
動
を
行
う
。

『
小
説
上
杉
鷹
山
』『
内
村
鑑
三
の「
代

表
的
日
本
人
」』を
は
じ
め
、
著
書
は

５
０
０
冊
以
上
。

「
嚶
鳴
フ
ォ
ー
ラ
ム
」の
名
称
由
来

　
「
嚶
鳴（
お
う
め
い
）」と
は
、
中
国

最
古
の
詩
集『
詩
経
』に
で
て
く
る
言

葉
で
、
鳥
が
仲
間
を
集
め
て
鳴
き
交

う
と
い
う
意
味
。

　

転
じ
て
、
仲
間
を
求
め
て
切
磋
琢

磨〈
せ
っ
さ
た
く
ま
〉し
な
が
ら
と
も

に
学
び
、
と
も
に
成
長
し
あ
う
姿
を

表
す
。
愛
知
県
東
海
市
の
先
人
・
細

井
平
洲
が
、
と
も
に
学
び
、
成
長
し

あ
う
場
と
し
て
、
江
戸
に「
嚶
鳴
館
」

と
名
づ
け
た
塾
を
開
き
、
全
国
各
地

の
人
材
を
育
ん
で
い
っ
た
こ
と
に
も

ち
な
ん
で
い
ま
す
。

パ
ネ
リ
ス
ト
紹
介

　

１
９
６
９
年
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル

ブ
ル
ク
生
ま
れ
。
１
９
８
６
年
レ

ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
大
学
東
洋
学
研
究

所
日
本
語
学
科
入
学
。
１
９
９
０

年
筑
波
大
学
留
学（
日
本
文
学
研

究
）。
１
９
９
２
年
サ
ン
ク
ト
ペ
テ

ル
ブ
ル
ク
大
学
卒
業
。
１
９
９
４

年
三
井
物
産
モ
ス
ク
ワ
支
店
勤

務
。
２
０
０
４
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ

ル
ド
ラ
マ「
坂
の
上
の
雲
」リ
サ
ー

チ
ャ
ー
。
２
０
０
８
年
ロ
シ
ア
外
交

ア
カ
デ
ミ
ー
博
士
課
程
。「
ア
リ
ア
ズ

ナ
・
コ
ヴ
ァ
リ
ス
カ
ヤ
と
廣
瀬
武
夫

～
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
時
代
に
見

る
愛
の
物
語
」（
２
０
０
７
年
）、「
日

本
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ『
坂
の
上
の
雲
』

日
露
戦
争
時
代
の『
戦
争
と
平
和
』」

（
２
０
１
０
年
）な
ど
の
論
文
を
発
表
。 　

俳
優
、
１
９
７
０
年
福
岡
県
出

身
、
早
稲
田
大
学
人
間
科
学
部
卒

業
。
６
歳
か
ら
水
泳
を
始
め
、
18
歳

で
ソ
ウ
ル
五
輪
、
22
歳
で
バ
ル
セ
ロ

ナ
五
輪
と
２
大
会
に
連
続
出
場
。
バ

ル
セ
ロ
ナ
大
会
で
は
４
０
０
㍍
個
人

メ
ド
レ
ー
で
８
位
入
賞
、
同
種
目
で

日
本
人
初
の
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
と
な

る
。
１
９
８
９
年
に
は
２
０
０
㍍
・

４
０
０
㍍
個
人
メ
ド
レ
ー
で
日
本
記

録
を
樹
立
。
そ
の
後
、
97
年
に
劇
団

四
季「
ヴ
ェ
ニ
ス
の
商
人
」で
初
舞
台

を
踏
み
、
俳
優
活
動
を
開
始
。
以
降
、

ス
ト
レ
ー
ト
プ
レ
イ
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
、
新
派
、
時
代
劇
と
ジ
ャ
ン
ル
に

と
ら
わ
れ
な
い
幅
広
い
舞
台
に
出
演
。 　

１
９
３
３
年
静
岡
県
生
ま
れ
。
早

稲
田
大
学
文
学
部
露
文
科
卒
業
。

１
９
６
３
年
㈱
進
展
事
業（
金
属
鉱

産
部
）に
入
社
、
川
上
貿
易
㈱
等
を

経
て
、
１
９
９
０
年
積
水
樹
脂
㈱
と

㈱
ア
ー
ス
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

設
立
、
代
表
取
締
役
副
社
長
と
し
て

モ
ス
ク
ワ
に
常
駐
。
そ
の
間
に
ロ

シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
学
研

究
所
と
日
露
文
化
セ
ン
タ
ー
を
設

立
し
、
日
露
の
文
化
交
流
に
貢
献
。

２
０
０
９
年
文
藝
春
秋「
坂
の
上
の

雲
」臨
時
増
刊
号
に「
軍
神
・
広
瀬
武

夫
死
の
真
相
」を
執
筆
。
歌
手
で
昨

年
乳
が
ん
で
亡
く
な
っ
た
川
村
カ
オ

リ
さ
ん
の
父
。

　

東
洋
大
学
文
学
部
中
国
哲
学
文
学

科
教
授
。
１
９
４
２
年
宮
城
県
生
ま

れ
。
１
９
６
５
年
東
北
大
学
文
学
部

卒
業
後
。
九
州
大
学
助
手
、
東
北
大

学
助
教
授
、
広
島
大
学
教
授
を
経
て
、

現
在
、
東
洋
大
学
文
学
部
教
授
。
中

国
哲
学
・
日
本
近
世
思
想
史
専
攻
。

「
陽
明
学
」を
中
心
に
西
洋
思
想
と

の
比
較
、
今
日
的
な
意
義
を
探
究
す

る
。
現
在
日
本
に
お
け
る「
陽
明
学
」

研
究
の
第
一
人
者
と
し
て
活
躍
。
中

国
思
想
史
の
ほ
か
、
日
本
思
想
史
研

究
に
関
す
る
著
書
多
数
。
日
本
中
国

学
会
、
日
本
思
想
史
学
会
。

スヴェトラーナ・フルツカヤ 氏

藤
ふじ

本
もと

　隆
たか

宏
ひろ

 氏川
かわ

村
むら

　秀
すぐる

 氏

吉
よし

田
だ

　公
こう

平
へい

 氏

明
治
の
夜
明
け
と
と
も
に
生
ま
れ
、

日
露
戦
争
に
散
っ
た
廣
瀬
武
夫
。

敵
国
ロ
シ
ア
人
を
も
感
動
さ
せ
た
そ
の
生
き
方
・

考
え
方
の
原
点
に
あ
る
も
の
は
何
か
？

そ
の
36
年
の
生
涯
は
、
私
た
ち
に
何
を
語
り
か
け
て
く
れ
る
の
か
？

パネル
トーク

廣
瀬
武
夫
を
語
る

～
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
向
け
て
～

童
どう

門
もん

　冬
ふゆ

二
じ

 氏

10月23日㈯　12:45 ～ 17:00  竹田市文化会館大ホール
時　間 内　　容
12：45 アトラクション　淡窓伝光霊流竹田詩道会「吟詠・廣瀬武夫を詠ず」
13：00 主催者挨拶　   鈴木淳雄嚶鳴協議会会長（東海市長）

　　　　　 　 首藤勝次（竹田市長）
13：10 記 念 講 演　「廣瀬武夫が語りかけるもの」

　　　　　　講師：童門冬二氏（作家）
市町長サミット

【テーマ】ふるさとの先人を、まちづくり、人づくり、
　　　　心そだてに活かす
　　　　　～地域力を高めるために～

14：10 基調発表Ⅰ　「竹田市の取り組み」　首藤勝次（竹田市長）
14：30 基調発表Ⅱ　「ロシアから見た竹田市」

　　　　　　Ａ.Ｇ.フェシュン氏（ロシア大使館一等書記官）
14：40 各自治体の取り組み発表（嚶鳴協議会自治体市町長）
15：40 フリートーク　「竹田市の取り組みを巡って」

フィナーレ
　パネルトーク　廣瀬武夫を語る～これからの時代に向けて～

16:10  川村　秀氏（日露文化センター代表）
藤本隆宏氏（俳優・廣瀬武夫役）
スヴェトラーナ・フルツカヤ氏（ロシア外交アカデミー博士課程）
総括コメント　　吉田公平氏（東洋大学教授）

16：55 平成23年度開催自治体　岩手県釜石市紹介・挨拶
17：00「荒城の月」大合唱

記
念
講
演

総
括
コ
メ
ン
ト
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吉
川
英
治
先
生
が
、「
歴
史
や
文
化

は
、
立
ち
止
ま
っ
て
し
ま
う
と
た
だ

の
過
去
に
な
っ
て
し
ま
う
。
大
切
な

こ
と
は
、
そ
の
学
び
を
い
か
に
し
て

今
に
生
き
る
私
た
ち
が
身
に
つ
け
て

未
来
に
働
か
せ
て
い
く
か
で
あ
り
、

そ
こ
に
こ
そ
、
歴
史
を
学
ぶ
本
当
の

意
味
が
あ
る
」と
い
っ
た
言
葉
を
残

し
て
お
ら
れ
ま
す
が
、「
嚶
鳴
フ
ォ
ー

ラ
ム
」の
最
も
重
要
な
テ
ー
マ
も
、

先
人
た
ち
が
残
し
た
足
跡
に
、
私
た

ち
が
何
を
学
び
、
何
を
体
得
し
な
が

ら
未
来
に
対
し
て
夢
と
希
望
を
与
え

て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

私
は
、
基
礎
自
治
体
の
自
立
な
く

し
て
日
本
は
再
生
し
な
い
と
訴
え
て

き
ま
し
た
が
、
基
礎
自
治
体
が
自
立

す
る
た
め
に
は
、「
行
政
力
」「
地
域

力
」「
人
間
力
」「
経
営
力
」の
４
つ
の

要
素
を
高
め
、
束
ね
る
こ
と
が
必

要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
な
か
で

も
、「
地
域
力
」「
人
間
力
」は
、
活
気

あ
る
地
域
づ
く
り
の
大
前
提
と
な
る

も
の
で
す
。
基
軸
が
ぶ
れ
ず
個
性
を

も
っ
て
発
展
し
て
い
る
地
域
を
見
る

と
、
自
分
た
ち
の
地
域
に
あ
る
地
域

資
源
、
歴
史
文
化―

そ
れ
を
私
は

「
地
域
遺
伝
子
」と
呼
ん
で
い
ま
す

―

と
い
っ
た
地
域
学
が
し
っ
か
り

し
て
お
り
、
そ
こ
に
住
む
人
々
が
地

域
の
こ
と
を
よ
く
勉
強
し
知
っ
て
お

ら
れ
ま
す
。
地
域
に
学
ぶ
、
地
域
を

知
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
自
分

が
誇
る
べ
き
も
の
は
何
で
あ
る
か
を

知
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
の
地
域

に
住
ん
で
い
る
人
々
の
誇
り
あ
る
姿

に
、
外
か
ら
来
て
通
り
過
ぎ
て
い
く

人
々
が
、「
こ
こ
の
人
た
ち
は
素
晴
ら

し
く
誇
り
高
い
生
活
を
し
て
い
る
。

一
夜
で
い
い
か
ら
、
わ
ら
じ
を
脱
い

で
暮
ら
し
て
み
た
い
」と
い
う
あ
こ

が
れ
を
持
ち
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

地
域
に
対
す
る
誇
り
と
あ
こ
が
れ
が

還
流
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
賑
わ
い
を

創
出
し
て
き
た
と
い
う
原
点
を
、
い

つ
の
間
に
か
日
本
人
は
忘
れ
て
い
た

の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
を
も
う
一
度

思
い
出
す
た
め
に
も
、
地
域
学
を
深

め
る
こ
と
が
最
重
要
課
題
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

同
時
に
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
ロ
ー
カ
ル
を
強
化
す

る
」と
い
う
こ
と
も
意
識
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
異
国
を
知
っ
て
、

初
め
て
日
本
、
そ
し
て
竹
田
と
い
う

土
地
の
す
ば
ら
し
さ
に
気
づ
く
と
い

う
こ
と
で
す
。
歴
史
や
文
化
、
伝
統

を
、
知
っ
て
い
て
残
し
て
い
く
の
と
、

知
ら
な
い
で
、
た
ま
た
ま
残
っ
て
し

ま
っ
た
と
い
う
の
と
で
は
全
く
違
い

ま
す
。
私
た
ち
は
、
自
分
た
ち
に
授

け
ら
れ
た
も
の
は
何
か
、
残
さ
れ
た

も
の
は
何
か
を
確
認
す
る
た
め
に
、

世
界
を
知
っ
て
再
認
識
す
る
と
い
う

作
業
も
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
嚶
鳴
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
竹
田
」で
は
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
ド
ラ
マ「
坂
の

上
の
雲
」の
放
送
と
い
う
機
会
を
捉

え
て
、
廣
瀬
武
夫
を
テ
ー
マ
と
し
て

取
り
上
げ
ま
す
。
し
か
し
、
廣
瀬
武

夫
を
単
に
顕
彰
す
る
の
が
目
的
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
廣
瀬
武
夫
を
一
つ
の

題
材
と
し
つ
つ
、
竹
田
市
に
残
さ
れ

た「
地
域
遺
伝
子
」に
気
づ
く
こ
と
の

大
切
さ
、
気
づ
き
の
世
界
を
、
こ
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
中
で
生
み
出
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
気
づ
く

こ
と
に
よ
っ
て
、
日
々
新
た
な
感
動

を
も
っ
て
こ
の
ま
ち
を
見
つ
め
な
お

し
、
こ
の
ま
ち
で
暮
ら
す
喜
び
と
誇

り
を
感
じ
、
そ
れ
が
ま
ち
づ
く
り
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
て
い
け
れ
ば
と

思
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

行
な
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。　
　
（
首
長
会
議
の
発
言
か
ら
）

嚶
鳴
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
竹
田
に
よ
せ
て

竹
田
市
長　

  

首　
藤　
勝　
次



� 2010年10月発行

豊音寺

瀧
廉
太
郎
宅

廣瀬家

生
誕
の
地
・
竹
田
で
の

武
夫
の
少
年
時
代

　

武
夫
は
、
10
歳
ま
で
生
誕
の
地
竹
田
で
過

す
。
幼
い
こ
ろ
は
涙
も
ろ
く
、
泣
き
虫
と
言

わ
れ
た
が
、
成
長
す
る
に
つ
れ
暴
れ
ん
坊
と

な
る
。
廣
瀬
家
眼
下
の
白
瀧
川
で
泳
ぎ
、
水

泳
が
得
意
だ
っ
た
。
茶
屋
の
辻
の「
河
童
小

僧
」の
異
名
も
あ
っ
た
。

西
南
戦
争
と
廣
瀬
家

　

明
治
10
年
、
竹
田
は
西
南
戦
争
の
舞
台
に

な
り
、
廣
瀬
家
は
全
焼
。
父
が
単
身
赴
任
し

て
い
た
飛
騨
高
山
に
一
家
を
あ
げ
て
移
り
住

む
。廣

瀬
家
竹
田
へ
帰
る

　

廣
瀬
家
が
郷
里
竹
田
へ
帰
っ
た
の
は
、

父
・
重
武
が
天
草
の
裁
判
所
を
退
官
し
た
明

治
19
年
。
こ
の
と
き
の
廣
瀬
家
は
溝
川
で
、

道
を
挟
ん
だ
斜
め
向
か
い
が
、
瀧
廉
太
郎
宅

の
直
入
郡
長
官
舎
だ
っ
た
。
武
夫
は
、
明
治

25
年
、
１
週
間
の
休
暇
で
15
年
ぶ
り
に
故
郷

竹
田
に
帰
省
。
当
時
武
夫
は
25
歳
、
廉
太
郎

は
14
歳
。

武
夫
と
瀧
廉
太
郎

　

後
に
武
夫
は
、
ロ
シ
ア
の
サ
ン
ク
ト
ペ
テ

ル
ブ
ル
グ
に
留
学
。
廉
太
郎
は
ド
イ
ツ
の
ラ

イ
プ
ツ
ィ
ヒ
音
楽
院
に
留
学
。
廉
太
郎
は
、

留
学
中
の
武
夫
に「
荒
城
の
月
」の
楽
譜
を
送

る
。
武
夫
は
ロ
シ
ア
人
に
ピ
ア
ノ
演
奏
を
依

頼
、
聴
衆
は
感
動
。
武
夫
は
作
曲
は
瀧
廉
太

郎
と
い
う
故
郷
竹
田
の
後
輩
と
伝
え
る
。
日

本
人
の
作
曲
と
信
じ
て
も
ら
え
な
い
ほ
ど
の

高
い
評
価
を
得
た
。

ロ
シ
ア
留
学
と
ロ
シ
ア
文
学

　

留
学
後
の
武
夫
は
、
ロ
シ
ア
語
を
猛
勉
強

し
、
ロ
シ
ア
文
豪
の
小
説
も
読
む
。
プ
ー
シ

キ
ン
、
ゴ
ー
ゴ
リ
、
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
、
ト
ル

ス
ト
イ
を
読
む
。
軍
人
社
会
に
限
ら
ず
、
幅

広
い
人
々
と
の
交
流
を
大
切
に
し
た
。
武
夫

の
軍
人
と
し
て
の
凛
々
し
さ
、
文
人
と
し
て

の
教
養
豊
か
で
紳
士
的
な
姿
、
人
間
と
し
て

の
や
さ
し
さ
や
何
事
に
も
一
途
な
姿
勢
は
ロ

シ
ア
人
の
共
感
を
呼
ぶ
。

蔵
書
家
・
文
学
者
・
書
簡
家

　

武
夫
は
35
年
10
か
月
と
い
う
短
い
生
涯

で
、
日
本
軍
人
か
ら
想
像
し
が
た
い
ほ
ど
の

蔵
書
家
で
あ
り
、
日
本
の
漢
詩
文
、
文
学
を

読
み
あ
さ
る
。

　

演
習
航
海
の
記
録「
航
南
私
記
」な
ど
紀
行

文
学
に
も
優
れ
、
文
学
者
と
し
て
の
魅
力
も

備
え
た
。
書
簡
家
を
超
え
る
ほ
ど
の
膨
大
な

書
簡
を
記
し
、
書
簡
文
学
の
書
き
手
で
も

あ
っ
た
。

廣
瀬
神
社
と
廣
瀬
武
夫
像

　

昭
和
10
年
創
建
の
廣
瀬
神
社
の
石
段
下
に

は
、
廣
瀬
武
夫
の
胸
像
が
あ
る
。
製
作
者
は

渡
辺
長
男
。
拝
田
原
の
山
下
公
園
に
明
治
40

年
に
建
立
さ
れ
た
が
、
戦
時
中
の
金
属
供
出

に
よ
り
撤
去
。
地
元
有
志
で
、
供
出
前
の
胸

像
部
の
石
膏
を
元
に
復
元
し
た
。

廣
瀬
家
墓
地

　

茶
屋
の
辻
の
廣
瀬
武
夫
生
誕
地
そ
ば
の
風

光
明
媚
な
地
に
、
市
指
定
史
跡「
廣
瀬
中
佐

の
墓
」が
あ
る
。
武
夫
の
姪
・
馨
子
の
夫
で

あ
る
廣
瀬
末
人
、
廣
瀬
武
夫
、
父
・
廣
瀬
重

武
の
墓
が
並
ぶ
。

国
際
人
・
廣
瀬
武
夫
と
竹
田

　

廣
瀬
武
夫
は
、日
露
戦
争
の
舞
台
の
裏
で
、

国
際
感
覚
に
富
み
、
約
束
や
友
情
な
ど
人
間

と
し
て
の
あ
り
方
を
大
切
に
し
て
生
き
た
人

物
で
も
あ
る
。
比
較
文
学
の
創
始
と
し
て
知

ら
れ
る
島
田
謹
二
氏
は
、「
人
品
好
く
し
て
能

あ
り
、
徳
あ
り
、
才
あ
り
、
学
あ
り
、
風
流

あ
り
」と
評
し
た
。

「
人
間･

廣
瀬
武
夫
」

↑茶屋の辻にある「誕生の地」石碑

↑溝川の廣瀬家の絵葉書

↑「航南私記」（廣瀬武夫著）

↑廣瀬武夫胸像（廣瀬神社石段下）

明治19年の廣瀬家（溝川）
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亡
き
母
に
代
わ
っ
て
武
夫
ら
兄
弟

を
育
て
た
の
は
祖
母
・
智
満
子
。
典

型
的
な
武
士
の
妻
で
、
武
夫
も
厳
格

に
し
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
武
夫
は
智

満
子
を
敬
愛
し
、
明
治
29
年
、
智
満

子
の
80
歳
の
お
祝
い
に
長
崎
か
ら
２

枚
の
肖
像
写
真
を
送
っ
て
い
ま
す
。

筋
骨
た
く
ま
し
い
裸
の
写
真
に
は

「
吾
を
生
む
は
父
母
、
吾
を
育
む
は

祖
母
…
」の
言
葉
が
添
え
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
普
通
で
あ
れ
ば
、
裸
の
写

真
を
送
る
な
ど
、
軍
人
の
す
る
こ
と

で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
が
、
こ
の
写

真
に
は「
泣
き
虫
の
武
夫
が
、
こ
ん

な
に
た
く
ま
し
く
成
長
し
ま
し
た
。

ご
安
心
く
だ
さ
い
」と
い
う
、
祖
母

へ
の
深
い
思
慕
と
感
謝
の
念
が
込
め

ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
祖
母
の
死
に
対
し
て
は
、

ロ
シ
ア
か
ら
父
重
武
に
宛
て
た
手

紙
に「
御
祖
母
様
の
御
長
逝
こ
そ
武

夫
に
生
来
か
つ
て
な
か
っ
た
最
大
の

悲
痛
…
…
海
よ
り
も
深
く
山
よ
り
高

き
、
た
だ
な
ら
ざ
る
御
高
恩
…
…
」

と
、
悲
し
み
に
く
れ
る
気
持
ち
を
書

き
記
し
、
十
日
十
夜
泣
き
明
か
し
た

そ
う
で
す
。

祖
母
智
満
子
へ
の
写
真
と
手
紙

智満子の教え
　廣瀬武夫は７歳を前に母を亡くした後、祖母・
智満子に育てられた。智満子の生まれた三砂地区
には、三砂の歴史を考える会により、智満子の教
え８か条の看板が設置されています。

　

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
、
毎
年
９

月
20
日
の
敬
老
の
日
を「
社
会
奉
仕
の
日
」

と
定
め
、
清
掃
奉
仕
活
動
な
ど
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
今
年
、
大
分
県
中
央
会
場
と

な
る
竹
田
市
で
は
９
月
17
日
、
竹
田
市
老

人
ク
ラ
ブ
を
主
体
と
し
た
１
５
０
人
に
も

及
ぶ
皆
さ
ん
が
、
廣
瀬
神
社
と
竹
田
市
立

歴
史
資
料
館
で
清
掃
奉
仕
活
動
を
さ
れ
ま

し
た
。

　

特
に
今
年
は
10
月
23
日
開
催
の『
嚶
鳴

フ
ォ
ー
ラ
ム
』で
廣
瀬
武
夫
を
テ
ー
マ
に

全
国
に
向
け
た
情
報
発
信
を
し
ま
す
。

　

多
く
の
来
客
が
訪
れ
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
廣
瀬
神
社
で
の
取
り
組
み
は
、
ま
さ

に
時
宜
を
得
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

シ
ル
バ
ー
パ
ワ
ー
の
健
全
な
活
動
に
心

か
ら
賛
辞
を
贈
り
ま
す
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

本
当
に
あ
り
が
と
う
！

　

老
人
ク
ラ
ブ
に
よ
る
清
掃
活
動  

～
敬
老
の
日
は
社
会
奉
仕
の
日
～

↑清掃に汗を流すみなさん（廣瀬神社）

竹田の地で生まれた、ここだけにしかない読本

竹田文化読本

よみがえれ岡城遺産／時代の開拓者／
汗と知恵の農村遺産／オンリーワンの町へ

●お問い合せ
　竹田市企画情報課　農村回帰推進室
　☎�3-�80�

10月23日完成
価格未定
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「嚶鳴フォーラム」に関連して行われる事業等
武夫ウォーク
　「嚶鳴フォーラム」を機に、歩きながら廣瀬武夫を学ぶため、
毎月開催されている「武夫ウォーク」。市内の廣瀬武夫ゆかり
の地をガイドしながら散策します。
　日　時　　10月17日㈰
　　　　　　午前８時30分・歴史資料館出発
　参加料　　300円（小中高生無料）
●主催・お問い合せ　竹田市観光ボランティアガイド委員会
　　　　　　　　　　☎0974-63-2638

「廣瀬武夫とふるさと竹田」フレーム切手発売
　竹田市内の16の郵便局では、フレーム切手「廣瀬武夫とふ
るさと竹田」を発売中です。
　発売所　市内の16郵便局及び嚶鳴フォーラム会場でも販売、

価格900円（廣瀬武夫と岡城跡のバックシートに
　　　　　シール式50円切手10枚付き）
●お問い合せ　竹田明治郵便局　☎63-1154

嚶鳴フォーラム関係記念出版

『国際人・廣瀬武夫』
　嚶鳴フォーラムを記念して、嚶鳴フォーラム出演者や竹田
市ゆかりの方々が綴る廣瀬武夫読本。近年の日露双方の新発
見や最新研究をもとに廣瀬武夫の真実の姿を描き出した書籍
です。
■発行元：ＰＨＰ研究所■240ページ・グラビア16ページ（予定）
■予価1,400円■10月22日発刊■著者：童門冬二（作家）、辻
野功（別府大学客員教授）、古庄幸一（元海上自衛艇幕僚長）、
谷川清澄（元海軍士官）、櫻田啓（作家）、川村秀（日露文化セ
ンター代表）、スヴェトラーナ・フルツカヤ（ＮＨＫスペシャ
ルドラマ「坂の上の雲」リサーチャー）、石川一洋（ＮＨＫ解説
委員）、コンスタンチン・サルキソフ（法政大学教授）、《対談》
阿川弘之（作家）VS平松守彦（大分県文化振興財団名誉理事長、
前大分県知事）、藤本隆宏（俳優、廣瀬武夫役）VS首藤勝次（竹
田市長）

『廣瀬武夫暦』
　廣瀬武夫の生涯とエピソードをまとめた小冊子。「人間・廣
瀬武夫」と竹田がコンパクトに理解できる。
■発行：廣瀬武夫暦編集委員会■76ページ■予価500円
■10月20日発刊（予定）

竹田ウォーキングマップ

「竹田を歩くシリーズ・廣瀬武夫」
　「嚶鳴フォーラム」を機に、廣瀬武夫ゆかりの地めぐりに便
利なウォーキングマップの解説書ができます。ゆかりの地ご
とにエピソードなどの解説を見ながら廣瀬武夫を学ぶことが
できます。

『漫画  廣瀬武夫』
■佐々木彰治著、■監修：櫻田　啓、川村　秀、春山和典
■ＰＨＰ研究所刊■10月15日発売

『広瀬武夫〜旅順に散った「海のサムライ」』
　小説家の櫻田啓氏が、最新の廣瀬武夫研究成果を取り入れ
つつ綿密な取材で、廣瀬武夫の真実の人生を明らかにし、平
成21年６月に発刊した評伝小説の文庫本化。
■ＰＨＰ研究所刊■11月中旬発刊（予定）

『評伝・廣瀬武夫』（仮称）
廣瀬中佐の書簡、関係者の証言を主な素材にして、人間・廣
瀬武夫に迫ります。11月１日発行予定
■扶桑社・産経新聞出版　

市民活動など

廣瀬武夫ブロンズ像建立事業
　「嚶鳴フォーラム」を機に、市民有志や関係団体により組織
された実行委員会が、市民や協力者の寄付により廣瀬武夫の
ブロンズ像を建立します。竹田市立歴史資料館広場内に設置

され、台座1.8メートル像の高さ2.5
メートル。制作者は、彫刻家で日展
会員の辻畑隆子さん。

【除幕式】
10月22日㈮　午前11時～

（竹田市立歴史資料館前広場）

←完成直前のブロンズ像

「ミニ竹楽」と「イザベル音楽祭」
　「嚶鳴フォーラム」来場者へのおもてなしの心をこめて、「ミ
ニ竹楽」と「イザベル音楽祭」を開催します。
と　き　10月23日㈯
◆ミニ竹楽：廣瀬神社会場（500本）午後４時30分点火、十六

羅漢会場（500本）午後５時30分点火
◆イザベル音楽祭：「竹楽前夜祭」として５回目の今年は「嚶

鳴フォーラム」に協賛して23日㈯に開催します。ぜひご覧
ください。

　開演：午後６時30分、会場：十六羅漢、内容：別府溝部学
園短期大学「ハンドベルリンガーズ」、松井こういち（ブルー
ス）、ゴスペルクワイヤーＪＯＹ

※入場無料〔注〕・屋台の出店があります。・椅子がありませ
んのでシート等ご持参ください。・上着をご持参ください。

●お問い合せ
　竹田市観光ツーリズム協会竹田支部　☎63-2638　　

茶屋の辻生誕地の整備
　武夫が10歳まで過ごした茶屋の辻の生誕の地には、兄・勝
比古による「海軍中佐廣瀬武夫誕生之地」という石碑が建って
います。この石碑と道路を隔てた土地が生誕地であることが
確認され、廣瀬武夫顕彰会や地元自治会などの皆さんで整備
作業が行われました。近く看板も設置されます。

竹田市立図書館企画「廣瀬武夫図書展示」
図書館所蔵の廣瀬武夫図書資料の展示
期間　�0月�日㈮～ 3�日㈰　（竹田市立図書館）

第1回廣瀬武夫杯少年柔道大会
日　程　11月23日（火・祝）竹田市体育センター体育館（予定）
主　催：廣瀬武夫顕彰会・竹田市柔道連盟
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９
月
６
日
、
竹
田
、
荻
、
久
住
、
直
入
の

各
地
域
審
議
会
の
代
表
者
か
ら
首
藤
市
長
に

対
し
て
答
申
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

去
る
６
月
30
日
、
市
長
か
ら
地
域
ご
と
の

テ
ー
マ
に
基
づ
き
行
っ
た
諮
問
に
対
す
る
各

地
域
の
思
い
を
表
し
た
も
の
で
す
。

【
諮
問
の
内
容
】

・
竹
田
地
域
「
竹
田
地
域
の
少
子
高
齢
化
、

過
疎
化
対
策
と
し
て
必
要
な
政
策
に
つ
い

て
」

・
荻
地
域
「
行
財
政
改
革
を
推
進
し
て
い
く

中
で
の
荻
地
域
に
お
け
る
支
所
の
あ
り
方
に

つ
い
て
」
と
「
荻
地
域
の
農
業
振
興
政
策
に

つ
い
て
」

・
久
住
地
域
「
行
財
政
改
革
を
推
進
し
て
い

く
中
で
の
久
住
地
域
に
お
け
る
支
所
の
あ
り

方
に
つ
い
て
」
と
「
久
住
地
域
の
商
工
観
光

と
農
業
の
振
興
策
に
つ
い
て
、
市
政
と
し
て

ど
う
い
う
政
策
が
必
要
か
」

・
直
入
地
域
「
行
財
政
改
革
を
推
進
し
て
い

く
中
で
の
直
入
地
域
に
お
け
る
支
所
の
あ
り

方
に
つ
い
て
」
と
「
国
民
宿
舎
直
入
荘
の
存

続
に
つ
い
て
」

　

地
域
審
議
会
は
、
合
併
に
よ
っ
て
周
辺
地

域
の
声
が
市
政
に
反
映
さ
れ
に
く
く
な
る
懸

念
を
払
拭
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
て
い
る
機

関
で
す
。

　

今
後
竹
田
市
と
し
ま
し
て
は
、
答
申
内
容

を
慎
重
に
検
討
し
、
地
域
再
生
に
向
け
て
市

政
に
反
映
さ
せ
て
い
く
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

竹
田
市
企
画
情
報
課

　

文
化
・
地
域
振
興
室

　
　

☎
６
３
ー
１
１
１
１（
内
線
２
２
１
）

各地域の審議会の様子

竹田地域

直入地域

荻地域

久住地域

各
地
域
審
議
会
か
ら
答
申
が
提
出
さ
れ
ま
し
た

『
地
域
再
生
』に
向
け
た
地
域
の
声
を
頂
き
ま
し
た

～
景
観
研
究
の
立
場
か
ら
～
〈
�0
〉

東
京
大
学
景
観
研
究
室
修
士
課
程
２
年

黄フ
ァ
ン　
　
　
　
露ル
ー

青
松
断
崖
孤
荒
城　

仁
義
忠
孝
掩
侍
屋

碧
水
潺
流
酔
狂
言　

墨
淡
詩
盈
絶
南
画

城
村
山
隔
経
幽
洞　

良
田
美
池
繞
古
町

人
去
智
残
円
分
水　

人
来
言
賛
琢
美

一
季
一
色
引
郷
愁　

一
址
一
史
譯
竹
田

詩
の
訳

　

荒
涼
と
し
た
城
が
緑
茂
る
断
崖
の
上
に
今
も

聳
え
た
っ
て
い
る
。
城
下
町
に
残
る
武
家
屋
敷

は
当
時
の
武
士
道
精
神
を
感
じ
さ
せ
る
。

　

水
上
の
薪
能
が
人
を
酔
わ
せ
、
田
能
村
竹
田

の
南
画
の
濃
淡
と
躍
動
感
の
あ
る
詩
は
人
を
感

動
さ
せ
る
。

　

城
下
町
内
外
へ
の
出
入
り
は
全
て
ト
ン
ネ
ル

に
よ
っ
て
繋
が
れ
、
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
れ
ば
、

そ
こ
は
美
し
い
棚
田
と
清
ら
か
な
水
が
絶
妙
な

ハ
ー
モ
ニ
ー
を
奏
で
て
い
る
。

　

昔
の
人
々
は
も
う
い
な
い
が
、
彼
ら
の
知
恵

が
円
形
分
水
等
の
形
に
変
え
て
今
に
残
り
、
現

在
に
生
き
る
人
々
は
今
も
そ
の
恩
恵
を
受
け
て

い
る
。
白
水
堰
堤
に
対
す
る
訪
問
者
の
賛
美
の

声
は
、
水
流
の
模
様
よ
り
も
多
く
刻
ま
れ
て
い

る
。

　

季
節
毎
に
色
が
移
り
変
わ
る
棚
田
の
風
景
は

ど
こ
か
懐
か
し
く
、
城
下
町
内
の
遺
跡
は
ど
れ

も
、
時
空
を
超
え
て
私
た
ち
に
竹
田
の
文
化
と

精
神
を
伝
え
て
く
れ
る
。

　

思
え
ば
初
め
て
竹
田
に
入
っ
て
、
周
り
の

山
々
に
囲
ま
れ
た
白
水
ダ
ム
を
目
の
前
に
し

た
時
、
隣
に
い
た
研
究
室
の
中
国
出
身
の
先
輩

と
私
は
、
思
わ
ず
「
た
だ
い
ま
。」
と
言
っ
た
。

私
た
ち
は
共
に
中
国
の
西
南
に
位
置
す
る
山
に

囲
ま
れ
た
街
の
出
身
で
、
恐
ら
く
山
深
い
街
に

暮
ら
す
人
は
、
山
を
目
の
辺
り
に
す
る
と
互
い

に
通
じ
合
う
も
の
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

　

こ
の
「
故
郷
を
懐
か
し
む
」
気
持
ち
と
共
に
、

私
の
竹
田
で
の
「
棚
田
の
文
化
的
景
観
」
に
つ

い
て
の
調
査
は
始
ま
っ
た
。
中
井
先
生
の
指
導

の
下
、
円
形
分
水
を
始
点
に
、
山
岳
に
張
り
巡

ら
れ
た
水
路
網
探
求
の
旅
を
始
め
た
。
私
た
ち

の
心
中
に
映
る
「
竹
田
の
風
景
」
を
一
つ
も
残

さ
ず
に
記
録
し
た
。

　

か
つ
て
困
惑
し
た
時
も
あ
る
。
ど
う
し
て
棚

田
の
景
観
を
研
究
す
る
の
に
、
い
つ
も
水
路
を

中
心
と
し
て
い
る
の
か
。
一
本
一
本
の
水
路
に

沿
っ
て
歩
き
な
が
ら
、
仲
間
た
ち
と
議
論
を
重

ね
、
住
民
の
方
に
周
辺
環
境
に
対
す
る
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
行
っ
た
。
少
し
ず
つ
こ
の「
棚
田
景
観
」

と
い
う
パ
ズ
ル
を
組
み
合
わ
せ
る
ピ
ー
ス
を
拾

い
、
そ
の
背
後
に
あ
る
ス
ト
ー
リ
ー
を
掘
り
返

し
て
、
よ
う
や
く
水
路
の
深
い
意
義
を
少
し
垣

間
み
た
気
が
し
た
。
竹
田
の
水
路
を
軸
と
し
て
、

何
百
年
と
続
く
竹
田
の
歴
史
を
重
ね
合
わ
せ
る

と
、
時
空
を
超
え
て
形
成
し
て
き
た
棚
田
の
立

体
像
が
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。
水
路
が

ま
さ
に
こ
の
絶
景
を
解
釈
す
る
手
が
か
り
で
は

な
い
か
。
私
は
そ
う
考
え
る
。

　

何
百
年
か
過
ぎ
、
人
は
変
わ
り
、
技
術
も
進

歩
し
、
人
々
の
観
念
も
行
動
も
変
化
す
る
。
果

た
し
て
山
に
潜
む
こ
の
水
路
は
如
何
に
変
わ
っ

て
行
く
の
か
、
そ
し
て
延
々
と
連
な
る
棚
田
は

ど
の
よ
う
に
そ
の
姿
を
変
え
て
行
く
の
だ
ろ
う

か
。
時
が
経
ち
、
今
日
の
こ
と
も
、
や
が
て
歴

史
と
な
る
。

日
本
語
訳
：
常
方
圓
、
山
田
裕
貴
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東
京
発
。

挑
戦

岡
藩
由
学
館
竹
田
塾
in
東
京

窓からは東京スカイツリーが展望できる一室
にて。「岡藩由学館竹田塾 in 東京」開始１時間
前、一同に会した各竹田事務所長、政策審議
官と戦略会議。（東京都・ＰＨＰ総合研究所会
議室）

小
さ
な
自
治
体
の
大
き
な　

　

８
月
�9
日
、
竹
田
市
出
身
者
や
竹
田
市
に
ゆ
か
り
の
方
、
興
味
を
抱

い
て
い
る
方
を
対
象
に
し
た
、
竹
田
市
地
域
学
講
座「
岡
藩
由
学
館
竹

田
塾
in
東
京
」が
東
京
半
蔵
門
・
Ｐ
Ｈ
Ｐ
総
合
研
究
所
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

伝
統
に
培
わ
れ
た
竹
田
市
が「
夢
と
希
望
と
高
い
志
を
見
つ
け
る
こ

と
の
で
き
る
ま
ち
」で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
て
い
た
だ
き
、
ふ
る
さ

と
竹
田
市
に
対
す
る
愛
着
、
誇
り
を
培
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
そ
の
目

的
。
市
長
と
各
竹
田
事
務
所
長
、
政
策
審
議
官
ら
に
よ
る
、
竹
田
市
の

「
今
の
動
き
」を
語
る
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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竹田市地域学講座「岡藩由学館竹田塾 in 東京」

竹
田
市
長　

自
ら
の
地
域
を
知
ら
ず
し
て
、

誇
れ
る
は
ず
は
な
い
。
ま
ず
は
自
分
た
ち
の

町「
竹
田
」を
知
る
と
い
う
こ
と
か
ら
始
め
よ

う
。
そ
う
す
れ
ば
、
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
こ

と
を「
誇
る
」、
そ
の
力
が
外
か
ら
来
た
人
た

ち
に「
憧
れ
の
力
」を
呼
び
起
こ
し
て
い
く
の

で
あ
る
。

　

考
え
て
み
れ
ば
、
観
光
地
と
い
う
の
は
そ

の
持
っ
て
い
る「
誇
り
の
力
」と
、
訪
れ
て
く

る
方
の「
憧
れ
の
力
」が
還
流
す
る
と
こ
ろ
に

新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
生
み
だ
さ
れ
る
と
い

う
原
点
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
よ
そ
を
見

て
、「
な
い
も
の
ね
だ
り
」を
し
て
無
い
も
の

ま
で
作
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
て
、
も
う

一
度
自
分
の
た
ち
の
足
元
を
見
つ
め
て
み
る
。

こ
れ
が
竹
田
市
に
与
え
ら
れ
た
最
大
の
課
題

だ
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

私
た
ち
の
テ
ー
マ
は「
内
に
豊
か
に　

外

に
名
高
く
」。

　

自
分
の
た
ち
の
棲
ん
で
い
る
故
郷
を
し
っ

か
り
守
り
な
が
ら
、
竹
田
の
素
晴
ら
し
さ
を

外
に
向
か
っ
て
情
報
発
信
を
し
て
い
く
こ
と

を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

野
田
東
京
事
務
所
長　

私
は
全
国
の「
ま
ち
」

を
元
気
に
す
る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
東
京

に
住
ん
で
い
ま
す
が
自
分
の
片
足
が
ア
ン

カ
ー
と
い
い
ま
す
か
、
船
で
言
え
ば
錨
が
竹

田
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
私
に
と
っ
て
は

と
っ
て
も
自
慢
で
、
自
信
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
地
方
の
人
が
私
は
東
京
か
ら
来
ま
し
た
が
、

竹
田
に
半
分
い
て
…
」と
な
る
と
、
話
を
聞

い
て
く
れ
る
ん
で
す
よ
。

　

さ
て
、
竹
田
東
京
事
務
所
で
今
や
っ
て
い

る
こ
と
は
、
情
報
発
信
で
す
。
２
つ
の
種
類

が
あ
り
ま
す
。
ひ
と
つ
は
、
ピ
ン
ポ
イ
ン

ト
の
情
報
。
東
京
で「
久
住
の
こ
の
店
に
歩

い
て
い
き
た
い
」な
ど
と
聞
か
れ
た
場
合
に
、

そ
れ
に
お
答
え
し
て
い
く
仕
事
で
す
。
も
う

ひ
と
つ
は
、
今
我
々
は
何
を
考
え
て
い
る
の

か
、
何
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
そ
れ

を
情
報
発
信
し
て
い
く
仕
事
で
す
。

そ
れ
と
、
カ
ボ
ス
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
き
ま

す
。
８
月
18
日
に
露
地
物
カ
ボ
ス
が
解
禁
さ

れ
ま
し
て
、
今
竹
田
で
は
１
㎏
13
個
３
０
０

円
で
売
っ
て
ま
す
。
東
京
の
ス
ー
パ
ー
で
は

１
個
２
１
０
円
。
ど
う
し
て
東
京
で
は
カ
ボ

ス
が
高
い
の
か
？
む
し
ろ
高
く
て
も
売
れ
る

と
い
う
、
そ
れ
だ
け
竹
田
の
価
値
を
上
乗
せ

し
て
い
る
の
で
す
。
竹
田
の
産
品
を
も
っ

て
、『
竹
田
』を
売
っ
て
い
く
。
竹
田
の
ブ
ラ

ン
ド
で
も
っ
て
、
竹
田
の
産
品
を
売
っ
て
い

く
。
こ
の
サ
イ
ク
ル
を
積
み
重
ね
て
い
こ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ご
存
知
か
と
思
い
ま
す

が
、
カ
ボ
ス
は
甘
く
て
ニ
ガ
い
の
で
す
。
最

初
は
甘
い
の
で
す
が
ず
っ
と
ニ
ガ
味
が
残
っ

て
い
く
の
で
す
。
そ
う
い
う「
残
っ
て
い
く
」

情
報
発
信
を
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

川
辺
政
策
審
議
官　

都
市
農
村
交
流
、
地
域

ブ
ラ
ン
ド
・
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
を
も
と
に
地

域
振
興
を
し
て
い
く
よ
う
な
政
策
研
究
、
あ

る
い
は
事
業
推
進
と
い
う
こ
と
を
全
国
市
町

村
に
向
け
て
や
っ
て
お
り
ま
し
た
。
竹
田
と

ご
縁
が
で
き
て
、
い
ま
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
る
さ

と
回
帰
支
援
セ
ン
タ
ー
の
事
務
局
長
補
佐
を

や
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で『
ふ
る
さ
と
起

業
塾
』と
い
う
地
域
の
起
業
家
育
成
を
や
っ

て
お
り
ま
し
て
、
竹
田
と
連
携
を
し
な
が
ら

進
め
て
い
ま
す
。
相
互
協
力
協
定
を
結
び
、

竹
田
の
ご
縁
が
深
ま
っ
て
い
き
ま
し
て
、
農

村
商
社
わ
か
ば
の
基
本
計
画
立
案
や『
道
の

駅
す
ご
う
』の
計
画
づ
く
り
等
も
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

あ
と
、
内
閣
府
の
地
域
社
会
雇
用
創
造
事

業
が
21
年
度
補
正
で
採
択
さ
れ
ま
し
て
、
22

年
度
か
ら
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
発
足
さ
れ

ま
し
た
。
い
ま
都
市
住
民
、
も
し
く
は
Ｉ
・

Ｕ
タ
ー
ン
の
推
進
を
含
め
て
、
竹
田
の
地
域

資
源
を
利
活
用
し
て
い
く
人
材
の
育
成
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

竹
田
は
、
夢
と
希
望
と
高
い
志
を

見
つ
け
る
こ
と
の
で
き
る
ま
ち

パネリスト
竹田市長

首藤 勝次
Katsuji Syutou

私
が
惚
れ
込
ん
だ
竹
田
の
魅
力

パネリスト
東京事務所長

野田 良輔
Ryosuke Noda
株式会社全国商店街支援センター
マネージャーで、竹田市が交流を
始めた東京都品川区の中延商店街
との連携事業や竹田ブランド商品
の販売促進のキーパーソンとして
活躍中。

パネリスト
竹田市政策審議官

川辺 　亮 
Ryo Kawabe
認定ＮＰＯ法人ふるさと回帰支援
センター事務局長補佐。Ｉ・Ｊ・
Ｕターンに関する情報提供や農林
漁業研修などの活動を通じて、都
会から自然豊かな農山漁村への移
住を支援している。

↑熱心に耳を傾ける会場に訪れたみなさん
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７
月
に『
ア
グ
リ
ツ
ー
リ
ズ
ム
』の
研
究
で

北
イ
タ
リ
ア
に
行
き
ま
し
た
。『
ア
グ
リ
ツ
ー

リ
ズ
ム
』と
は
あ
ま
り
日
本
で
は
聞
き
慣
れ

ま
せ
ん
が
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
ア
グ

リ
ス
タ
イ
ル
を
し
っ
か
り
融
合
さ
せ
る
と
い

う
も
の
で
、
例
え
ば
農
家
民
泊
で
あ
っ
た
り

と
か
、
食
資
源
に
よ
る
ブ
ラ
ン
ド
化
の
活
性

化
と
か
。
モ
デ
ル
で
い
う
と
、
北
イ
タ
リ
ア

の
ピ
エ
モ
ン
テ
州
。
そ
こ
に
は
フ
ィ
ア
ッ
ト

社
の
工
場
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
撤
退

し
て
、
地
域
の
雇
用
が
ま
っ
た
く
無
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
で
は
何
を
し
た
か
と
い
う
と
、

ネ
ピ
オ
ロ
種
と
い
う
有
機
葡
萄
を
も
う
一
度

作
り
直
し
、
バ
ロ
ー
ロ
と
い
う
ス
ー
パ
ー
ブ

ラ
ン
ド
を
育
て
あ
げ
て
、
地
元
は
そ
の
ワ
イ

ン
で
地
域
振
興
を
し
て
い
る
よ
う
な
す
ば
ら

し
い
モ
デ
ル
が
あ
る
の
で
す
。

　

こ
れ
を
日
本
に
伝
え
た
の
が
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
の
島
村
菜
津
さ
ん
。著
書「
ス
ロ
ー
フ
ー

ド
な
日
本
！
」の
中
で
、
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
を

標
榜
さ
れ
ま
し
た
。
島
村
菜
津
先
生
は
去
年

出
版
し
た
地
域
振
興
の
本
で
、
実
は
竹
田
の

こ
と
を
書
い
て
い
ま
す
よ
。
竹
田
の『
エ
リ

ア
ラ
ボ
竹
田
』の
取
り
組
み
の
紹
介
と
か
を

し
て
い
て
、
こ
う
い
う
取
り
組
み
を
し
て
い

る
地
区
は
す
ば
ら
し
い
と
。
そ
の
島
村
先
生

に
仕
事
で
お
会
い
す
る
機
会
が
あ
り
、
僕
は

島
村
先
生
に「
ピ
エ
モ
ン
デ
で
や
っ
た
ア
グ

リ
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
ス
タ
イ
ル
を
ぜ
ひ
日
本
で
、

ぜ
ひ
竹
田
で
や
り
た
い
！
」と
申
し
上
げ
た

ら「
で
き
る
わ
よ
。
ぜ
ひ
や
り
な
さ
い
」
っ

て
、
言
っ
て
も
ら
え
た
の
で
す
。
こ
れ
が
僕

の
夢
で
す
。
政
策
審
議
官
と
し
て
、
僕
は
こ

れ
を
少
し
で
も
い
い
か
ら
、
先
に
進
め
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

杉
岡
大
阪
・
神
戸
事
務
所
長　

直
入
と
バ
ー

ト
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
が
、
20
年
間
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
交
流
が
続
い
て
い
て
、
言
葉
は
通
じ
て

な
く
も
気
持
ち
が
通
じ
て
い
る
。
こ
れ
程
ま

で
盛
り
上
が
っ
て
い
る
姉
妹
都
市
関
係
は
、

日
本
広
し
と
い
え
ど
も
な
か
な
か
例
が
な
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
お
手
伝
い

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
は
、
私
に

と
っ
て
光
栄
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
ド
イ
ツ
に
行
く
際
に
竹
田
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
持
っ
て
行
き
ま
し
た
が
、
残
念

な
が
ら
日
本
語
の
も
の
ば
か
り
で
、
英
語
の

も
の
と
か
が
な
い
。
写
真
が
た
く
さ
ん
あ

る
の
で
そ
の
場
で
は
説
明
で
き
る
の
で
す

が
、
あ
と
で
見
て
も
日
本
語
文
だ
と
、
向
う

の
人
は
わ
か
ら
な
く
な
る
の
で
す
。「
竹
田
」

を
も
っ
と
発
信
し
て
い
く
た
め
に
、
外
国
語

メ
デ
ィ
ア
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
プ
リ
ン
ト
メ

デ
ィ
ア
な
ど
を
作
っ
た
り
、
あ
る
い
は
瀧
廉

太
郎
関
連
に
お
い
て
、
仙
台
の
方
も
合
流
し

て
、
日
本
に
は『
荒
城
の
月
』が
結
ぶ「
仙
台
」

と「
竹
田
」と
い
う
面
白
い
ま
ち
が
あ
る
と
い

う
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
ド
イ
ツ
な
ど
で

ど
ん
ど
ん
や
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
た
ら
、

流
れ
は
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
い
く
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。

　

た
ま
た
ま
１
８
６
１
年
に
日
本
と
ド
イ
ツ

が
初
め
て
修
好
条
約
が
結
ば
れ
、
来
年
が

１
５
０
周
年
に
あ
た
り
ま
す
。
そ
の
面
で
は
、

お
互
い
の
大
使
館
も
力
を
入
れ
て
い
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
こ
の
い
い
機
会
に
う
ま
く
波
に

乗
っ
て
、『
ふ
る
さ
と
起
業
塾
』等
も
リ
ン
ク

し
て
、
政
治
的
な
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
若

い
人
も
実
際
に
参
加
で
き
る
よ
う
な
、
も
っ

と
庶
民
的
な
も
の
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

島
谷
仙
台
事
務
所
副
所
長　

仙
台
と
竹
田
の

つ
な
が
り
に
つ
い
て
で
す
が
、「
荒
城
の
月
」

が
そ
の
始
ま
り
で
す
。
明
治
34
年
に
発
表
さ

れ
た
曲
で
、
仙
台
在
住
の
土
井
晩
翠
が
作
詞
、

竹
田
の
瀧
廉
太
郎
が
作
曲
。
こ
の
２
人
の
出

会
い
と
い
う
の
も
非
常
に
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク

で
す
が
、
生
涯
に
た
っ
た
一
度
だ
け
、
し
か

も
ロ
ン
ド
ン
で
会
っ
て
、
そ
の
次
の
年
に
廉

太
郎
さ
ん
は
23
歳
の
若
さ
で
亡
く
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
後
、
土
井
晩
翠
さ
ん
は「
瀧
く

ん
は
稀
代
の
天
才
だ
」と
、
こ
と
あ
る
ご
と

に
話
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
こ
の「
荒
城

の
月
」の
関
わ
り
を
い
た
だ
い
て
、
昭
和
42

年
に
竹
田
市
と
仙
台
市
は
音
楽
姉
妹
都
市
を

提
携
し
ま
し
た
。
こ
の
ご
縁
が
あ
る
わ
け
で

す
か
ら
、竹
田
・
仙
台
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
こ
れ
か
ら
も
っ
と
進
め
て
い
き
た
い
と

思
い
、「
仙
台
市
」に
も
働
き
か
け
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。「
仙
台
」と「
竹
田
」

は
約
１
、０
０
０
㎞
離
れ
て
い
ま
す
。
す
ご

く
遠
い
よ
う
な
感
じ
が
し
ま
す
が
、
訪
れ
た

方
を「
い
つ
も
気
に
な
る
地
域
」と
思
わ
せ
る

町
な
の
で
す
。
ひ
と
り
ふ
た
り
が
元
気
だ
と

か
、
発
信
力
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く

て
、
ま
ち
全
体
が
訪
れ
る
人
を
包
み
込
む
よ

う
な
抱
擁
力
が
あ
る
と
こ
ろ
に
、
よ
そ
と
の

違
い
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
竹
田
と
仙
台
の
魅
力
を
活
か
し

て
、
私
ど
も
が
東
北
に
向
け
て
発
信
し
て
い

く
こ
と
の
ひ
と
つ
が『
カ
ボ
ス
』と『
牛
タ
ン
』

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
。
実
は
カ
ボ
ス
の
文

化
が
ま
だ
ま
だ
未
発
達
で
す
が
、
非
常
に
関

心
を
持
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。「
ま
ず

は
カ
ボ
ス
の
味
を
知
っ
て
く
だ
さ
い
」、「
ど

う
い
う
料
理
に
合
う
の
か
を
み
て
く
だ
さ

い
」と
お
話
を
し
て
お
り
ま
す
。

志
賀
仙
台
事
務
所
長　
「
偶
然
は
平
等
、
必

然
は
力
」と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
自
分

は
北
海
道
生
ま
れ
の
東
北
在
住
で
す
が
、
い

た
だ
い
た
ご
縁
は
、
前
か
ら
そ
う
い
う
風
に

な
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
し
っ
か
り
や
り
な
さ

い
と
い
う
言
葉
を
背
中
に
受
け
な
が
ら
、
微

力
で
す
が
、
今
後
も
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
開
催
を
き
っ
か
け
に
し
て
竹
田
市

の
自
然
環
境
、
文
化
、
芸
術
等
の
他
に
誇
り

う
る
魅
力
を
理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
竹

田
市
の
移
住
・
定
住
促
進
に
つ
な
げ
、
地
域

の
持
続
的
振
興
発
展
を
め
ざ
し
ま
す
。

パネリスト
大阪・神戸事務所長

杉岡 数幸
Kazuyuki Sugioka　
大阪・神戸ドイツ連邦共和国総領
事館勤務を経て、翻訳工房代表。
大阪市や広島市など日独交流のサ
ポートも多数。バートクロツィン
ゲン市やドイツの国際交流の橋渡
しとして活躍中。

パネリスト
仙台事務所副所長

島谷 留美子
Rumiko Shimatani
㈱東北地域環境研究室専務取締
役。仙台事務所副所長を自ら買っ
て出て、女性の視点で積極的に竹
田市をＰＲしている仙台在住の竹
田ファン

コーディネーター
仙台事務所長

志賀 秀一
Syuuichi Shiga
地域づくり・観光まちづくりのシ
ンクタンク㈱東北地域環境研究室
代表。音楽姉妹都市仙台市を拠点
に活動し、「岡城跡の世界遺産登録
への挑戦フォーラム」などでコー
ディネーターを務めた。
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合
田　

生
き
方
を
も
含
ん
だ
す
ば
ら

し
い
日
本
の「
温
泉
文
化
」を
海
外
に

も
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
新
し
い
湯
治
の
ス
タ
イ
ル
に

も
取
り
組
ん
で
み
た
い
。

　

私
は
、
生
き
方
の
原
点
は
ア
グ
リ

（
農
業
）と
ア
ク
ア（
水
）に
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
温
泉
も
元
々
は
雨

水
に
そ
の
土
地
の
成
分
、
マ
グ
ネ
シ

ウ
ム
や
カ
ル
シ
ウ
ム
な
ど
が
地
中
深

く
で
溶
け
込
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ

る
で
し
ょ
う
。
都
会
の
人
々
が
地
方

へ
移
住
す
る
傾
向
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
が
、
一
番
人
気
が
あ
る
の

が
、
温
泉
付
き
の
土
地
で
、
な
お
か

つ
農
業
体
験
の
で
き
る
場
所
で
あ
る

こ
と
を
皆
さ
ん
ご
存
知
で
し
ょ
う

か
。
土
い
じ
り
が
し
た
い
、
魚
や
蝶

な
ど
様
々
な
命
が
あ
る
所
に
帰
り
た

い
の
で
す
。
豊
か
な
ア
グ
リ
と
ア
ク

ア
を
有
す
る
竹
田
市
に
は
、
人
々
を

ひ
き
つ
け
る
に
十
分
な
魅
力
が
ぎ
っ

し
り
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
場
所

に
１
週
間
で
も
滞
在
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
、
将
来
的
に
定
住
し
て
い
た
だ

く
こ
と
も
十
分
可
能
だ
と
思
う
の
で

す
。

　

た
だ
し
、
そ
の
滞
在
中
に
乗
馬
や

ゴ
ル
フ
な
ど
お
も
て
な
し
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
提
供
す
る
こ
と
が
、
か
え
っ

て
逆
効
果
で
あ
る
こ
と
も
覚
え
て
い

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
来
た
人
に

自
発
的
に
何
か
を
感
じ
て
も
ら
う
、

「
何
も
し
な
い
空
間
」を
提
供
す
る

こ
と
に
時
間
を
費
や
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
こ
の
滞
在
に
頼
も
し
い

味
方
と
な
る
の
が
、
温
泉
療
養
の
保

険
適
用
制
度
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
。

竹
村　

温
泉
の
魅
力
を
感
じ
る
の

は
、
日
本
の
温
泉
は
基
本
的
に
温
度

が
高
く
て
、
か
け
流
し
の
状
態
で
新

鮮
な
湯
に
つ
か
れ
る
こ
と
で
す
。
こ

れ
に
加
え
、
家
庭
の
お
風
呂
で
も
そ

う
す
る
よ
う
に
肩
ま
で
ゆ
っ
く
り
つ

か
る
入
浴
ス
タ
イ
ル
が
、
新
陳
代
謝

を
促
し
、
日
本
の
長
寿
を
担
っ
て
い

る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
何
し
ろ

体
温
が
１
℃
上
昇
す
る
と
免
疫
力
が

３
倍
に
な
る
と
も
い
わ
れ
て
い
る
の

で
す
か
ら
。
私
た
ち
が
受
け
継
い
で

き
た
温
泉
文
化
を
も
う
一
度
見
直
し

て
い
く
こ
と
が
と
て
も
大
事
で
す
。

　

今
、
国
民
の
関
心
事
は
健
康
管
理

で
す
。
１
週
間
程
度
、
温
泉
を
楽
し

み
な
が
ら
健
康
も
管
理
で
き
る
、
そ

ん
な
温
泉
地
を
調
べ
て
い
た
ら
、
竹

田
市
の
保
養
地
と
し
て
の
温
泉
地
形

成
を
め
ざ
す
保
険
制
度
の
計
画
を
お

聞
き
し
ま
し
た
。
様
々
な
障
害
が

あ
っ
て
今
ま
で
実
現
し
な
か
っ
た
保

険
制
度
で
す
。

原
点
は
ア
グ
リ（
農
業
）と
ア
ク
ア（
水
）

　

◇
パ
ネ
リ
ス
ト

　
　

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
健
康
と
温
泉
フ
ォ
ー
ラ
ム
常
任
理
事　

合
田　

純
人

　
　

・
株
式
会
社
現
代
旅
行
研
究
所
専
務
取
締
役　
　
　
　

竹
村　

節
子

　
　

・
赤
川
温
泉
赤
川
荘
社
長　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
田　

高
明

　
　

・
来
ち
ょ
く
れ
竹
田
研
究
会
会
長　
　
　
　
　
　
　
　

三
田
井　

昇

　

◇
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　

・
竹
田
市
経
済
活
性
化
促
進
協
議
会
活
性
化
推
進
室
長   

児
玉　

誠
三

（
敬
称
略
）

合田 純人　Sumito Goda
日本の温泉文化研究の第一人
者。温泉と街づくりのアドバ
イザー歴任。著書多数。

児玉 誠三  Seizou Kodama
地域雇用創造実現事業に取り
組む責任者として活躍。

地域主権の切り札 温泉療養 を探る
～第２回温泉シンポジウムを開催しました～

　竹田市経済活性化促進協議会は８月��日、竹田市総合社会福祉
センターで、温泉シンポジウムを開催しました。
　今回は「温泉の魅力。楽しみ方と活かし方。」をテーマに行われ
たパネルディスカッションの内容をお伝えします。
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私
は
竹
田
市
の
挑
戦
、
そ
の
心
意

気
に
惚
れ
て
い
ま
す
。
応
援
し
た
い

気
持
ち
で
一
杯
で
す
。
日
本
で
初
め

て
の
滞
在
型
温
泉
地
を
是
非
、
成
功

さ
せ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
、
竹
田
市
の
温
泉
全
て
が
滞

在
型
の
宿
泊
施
設
を
め
ざ
し
て
ほ

し
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
い
温
泉
地

と
い
う
の
は
、
色
々
な
選
択
が
で
き

る
、
例
え
ば
１
泊
素
泊
り
３
０
０
０

円
の
と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
、
１
泊
２
食

で
３
万
円
を
超
え
る
と
こ
ろ
も
あ
っ

て
い
い
、
ふ
と
こ
ろ
の
深
さ
の
あ
る

観
光
地
な
り
、
温
泉
地
な
り
が
や
は

り
魅
力
が
あ
る
と
思
う
の
で
す
。

　

と
同
時
に
市
全
体
で
温
泉
地
の
方

向
性
を
定
め
る
、
お
お
ま
か
な
指
針

を
示
す
必
要
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ

の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
生
か
せ

ば
い
い
。

　

人
気
の
高
い
草
津
や
城
崎
温
泉
に

共
通
し
て
い
る
の
は
、
真
ん
中
に
そ

ぞ
ろ
歩
き
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
史
跡

巡
り
が
で
き
る
町
が
あ
っ
て
、
そ
の

周
り
に
温
泉
が
点
在
し
、
豊
か
な
自

然
も
満
喫
で
き
る
こ
と
で
す
。

　

竹
田
に
は
そ
の
資
質
が
す
で
に
備

わ
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
は
自
分
た

ち
の
持
っ
て
い
る
財
産
の
す
ば
ら
し

さ
に
気
づ
き
、
見
直
す
べ
き
で
す
。

　

そ
し
て
別
府
や
湯
布
院
に
は
な
い

「
竹
田
イ
ズ
ム
」を
創
り
あ
げ
て
ほ

し
い
。
温
泉
を
看
板
に
し
て
、
非
常

に
魅
力
的
な
文
化
や
生
活
の
あ
る
竹

田
を
最
大
限
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

池
田　

久
住
町
の
赤
川
温
泉
を
経
営

し
て
約
20
年
に
な
り
ま
す
が
、
国
立

公
園
内
と
い
う
こ
と
で
、
様
々
な
制

約
を
受
け
、
自
家
発
電
で
施
設
管
理

し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
温
泉
や
建

物
の
維
持
の
た
め
に
開
い
て
い
る
よ

う
な
も
の
で
し
た
。

　

そ
こ
で
温
泉
に
来
て
も
ら
う
だ
け

で
は
な
く
、
硫
黄
泉
の
資
源
を
活
用

し
て
石
鹸
を
作
り
、
製
造
と
販
売
も

て
が
け
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
第
１
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

に
も
参
加
し
ま
し
た
。
久
住
町
で
あ

り
な
が
ら
長
湯
温
泉
旅
館
組
合
に
加

盟
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
ろ
ざ
し
、
そ

し
て
ベ
ク
ト
ル
を
同
じ
方
向
に
持
っ

て
い
く
た
め
に
長
期
滞
在
を
健
康

保
険
適
用
と
い
う
形
で
カ
バ
ー
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
こ
れ
以
上
の
追
い
風

は
な
い
と
思
い
ま
す
。
経
済
的
、
環

境
的
な
負
荷
を
未
来
に
残
し
て
は
だ

め
、
生
き
る
こ
と
の
価
値
を
、
誇
り

を
も
っ
て
子
ど
も
や
孫
の
世
代
に
つ

な
い
で
い
く
こ
と
が
私
た
ち
の
使
命

だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
観
光
的
な
プ
ラ
ス

と
ば
か
り
に
捉
え
ず
に
、
健
康
づ
く

り
も
含
め
、
全
て
の
市
民
が
温
泉
療

養
の
保
険
適
用
に
前
向
き
で
あ
る
べ

き
で
す
。
こ
の
こ
と
が
医
療
費
の
抑

制
に
も
つ
な
が
る
と
思
う
。

三
田
井　

２
年
前
に
市
内
の
農
家
民

泊
を
し
て
い
る
17
人
の
方
々
と
研
究

会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
後
継
者
が

帰
っ
て
い
な
い
住
居
は
、
ス
ペ
ー
ス

が
十
分
あ
り
、
寝
具
も
整
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
を
生
か
さ
な
い
手
は
な

い
、
そ
し
て
経
済
的
に
も
い
い
と
い

う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
地
域

の
再
生
を
図
ろ
う
と
い
う
の
が
、
農

家
民
泊
の
本
来
の
目
的
で
あ
る
と
申

し
上
げ
ま
す
。
感
動
を
生
む
よ
う
な

宿
泊
を
提
供
し
、
都
会
の
人
間
や

修
学
旅
行
生
な
ど
と
の
交
流
を
通
じ

て
、地
域
を
誇
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

我
が
家
の
定
住
に
つ
な
が
る
と
信
じ

て
い
る
か
ら
で
す
。

　

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し

て
、
昔
、
秋
の
稲
刈
り
が
終
わ
っ
た

後
に
１
週
間
ほ
ど
湯
治
に
行
っ
て
い

た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。
私
は
こ
こ

で
、
温
泉
の
あ
り
方
の
原
点
に
今
一

度
、帰
っ
て
は
ど
う
か
と
思
い
ま
す
。

　

温
泉
療
養
の
制
度
が
整
え
ば
、
こ

の
地
域
の
再
生
に
つ
な
が
る
と
考
え

ま
す
。
農
家
民
泊
の
立
場
か
ら
も
こ

の
制
度
が
早
期
に
整
備
さ
れ
る
よ
う

全
面
的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

個
性
を
生
か
し
た
懐
の
深
い
温
泉
地
に

原
点
回
帰
が
地
域
再
生
に
つ
な
が
る

竹村 節子  Setsuko Takemura
旅行作家として全国を駆け巡
る。温泉関係功労者として環
境省から大臣表彰受賞。

池田 高明  Takaaki Ikeda
国内トップクラスの硫黄冷鉱
泉赤川荘経営。温泉から生ま
れた化粧品の販売も行う。

三田井 昇  Noboru Mitai
農家民泊の組織「来ちょくれ
竹田研究会」代表。自らも「み
たい椎茸園」を営む。

　最初に行われた合田氏の「温泉文化と街づくり」の
講演も含め、シンポジウム参加者から質問や提言が
なされました。
　主な内容は次のとおりです。
　・「車椅子など、社会的弱者にやさしい温泉地作りで個性

を発揮してはどうか」
　・「療養というと日本式旅館をイメージするが、若い人を取

り込むためにはホテル形式の宿泊施設も必要では。また、
これからの時代、ペットも連れ込める施設も必要では」

　当市はこれらの声を生かしながら政策に反映させ
ます。

長湯ガニ湯

○参加者の声○
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脳
み
そ
が
焼
き
焦
が
れ
る
ほ
ど
の
暑
さ
を

越
え
て
、
な
ん
と
か
キ
リ
ギ
リ
ス
の
秋
を
迎

え
ら
れ
そ
う
で
あ
り
ま
す
が
、
今
年
は
こ
の

暑
さ
に
加
え
て
、
東
京
や
大
阪
な
ど
ビ
ル
が

林
立
す
る
大
都
会
で
の
仕
事
の
連
続
で
し
た
。

そ
れ
で
も
、
や
は
り
多
く
の
人
と
の
出
会
い

を
果
た
せ
て
、
そ
れ
な
り
の
収
穫
を
得
ら
れ

た
こ
と
に
は
感
謝
で
す
。

　

特
に
、
大
阪
で
行
わ
れ
た
『
ふ
る
さ
と
回

帰
フ
ェ
ア
』
で
は
、
和
歌
山
県
で
田
舎
暮
ら

し
を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
る
イ
ー
デ
ス
・
ハ
ン

ソ
ン
さ
ん
や
、
青
森
大
学
で
教
鞭
を
と
る
見

城
美
枝
子
さ
ん
、
そ
し
て
高
知
県
知
事
の
尾

﨑
正
直
さ
ん
を
交
え
て
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
に
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
竹
田
市
の

お
国
自
慢
を
た
っ
ぷ
り
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

折
角
の
機
会
だ
か
ら
と
、
職
員
と

一
緒
に
自
慢
の
カ
ボ
ス
の
売
り
込
み

を
や
り
ま
し
た
が
、
猛
烈
な
暑
さ
も

功
を
奏
し
、
今
年
の
露
地
カ
ボ
ス
は

深
い
緑
色
。
そ
の
輝
き
を
見
て
、
作

家
で
も
あ
る
見
城
美
枝
子
さ
ん
が
、

す
ば
ら
し
い
ネ
ー
ミ
ン
グ
を
与
え
て

く
れ
ま
し
た
。

　
『
森
の
サ
フ
ァ
イ
ア
』
で
あ
り
ま

す
。
さ
す
が
に
美
意
識
が
お
高
い
。

み
ん
な
し
て
、
竹
田
の
カ
ボ
ス
を
森

の
サ
フ
ァ
イ
ア
と
大
絶
賛
し
た
の
で

し
た
。

　

竹
田
に
帰
る
と
、
早
速
に
カ
ボ
ス

と
と
も
に
夏
の
便
り
を
届
け
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
『
九
州
ア
ル
プ
ス
の
麓
か
ら　

森

の
サ
フ
ァ
イ
ア
を
お
届
し
ま
す
』
と
。

つ
い
で
に
駄
文
を
。『
今
年
は
サ
ン
マ
が
高

い
と
評
判
で
す
が
、
わ
が
竹
田
市
に
あ
っ
て

は
カ
ボ
ス
が
な
け
れ
ば
サ
ン
マ
と
呼
ば
な

い
』
と
か
、『
サ
ン
マ
は
カ
ボ
ス
の
旬
を
待
っ

て
陸
に
寄
る
』
と
か
。
書
き
た
い
放
題
の
カ

ボ
ス
賛
歌
を
添
え
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。

　

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
い
ま
東
京
で
は

露
地
カ
ボ
ス
は
一
個
２
１
０
円
も
す
る
と
い

う
の
で
す
。
サ
フ
ァ
イ
ア
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ

し
い
で
は
な
い
で
す
か
。
自
信
を
持
っ
て
売

り
込
ん
で
参
り
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
気
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
竹
田
市

の
ホ
テ
ル
や
旅
館
、
そ
し
て
飲
食
店
で
カ
ボ

ス
が
意
外
に
使
わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
気
を
つ
け
て
み
る
と
、
大
分
市
内
で

も
熊
本
市
内
で
も
、
同
じ
よ
う
に
カ
ボ
ス
を

使
っ
て
い
る
場
面
に
出
会
わ
な
い
の
で
す
。

蛇
足
な
が
ら
、
大
阪
の
居
酒
屋
で
刺
身
を
注

文
し
た
ら
、
ひ
か
ら
び
た
ス
ダ
チ
が
悲
壮
感

を
漂
わ
せ
て
添
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
い
ま

が
チ
ャ
ン
ス
。
み
ん
な
で
、
全
国
に
カ
ボ
ス

を
売
り
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

最
後
に
。
市
内
に
進
出
し
て
く
れ
た
萱
嶋

酒
類
さ
ん
が
発
売
し
て
好
評
の
麦
焼
酎
『
清

明
』
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
名
の
と

お
り
、
爽
や
か
で
切
れ
味
の
い
い
焼
酎
で
す

が
、
こ
の
清
明
を
氷
と
一
緒
に
ボ
ー
ル
に
入

れ
て
カ
ボ
ス
の
ス
ラ
イ
ス
を
表
面
一
杯
に
浮

か
べ
る
の
で
す
。
こ
れ
ぞ
、
名
付
け
て
『
竹

田
ボ
ー
ル
』。
是
非
、
お
試
し
あ
れ
。

市
長
コ
ラ
ム
〈
第
15
回
〉

有
由
有
縁
（
ゆ
う
ゆ
ゆ
う
え
ん
）

　

文
豪
川
端
康
成
が
晩
年
、
よ
く
揮
毫
し
た
の
が
『
有
由
有
縁
』。

人
と
の
出
会
い
や
物
事
と
の
接
点
が
生
ま
れ
る
の
は
、
偶
然
で
は

な
く
、
そ
れ
な
り
の
理
由
が
働
く
か
ら
で
あ
る
と
い
う
意
味
。

　

昭
和
27
年
、
取
材
旅
行
を
兼
ね
、
友
人
高
田
力
蔵
の
案
内
で
竹

田
市
を
訪
れ
、
竹
田
高
校
で
講
演
し
た
川
端
と
の
縁
は
、
ま
さ
に

目
に
は
見
え
な
い
力
だ
け
れ
ど
、
神
の
配
剤
と
し
か
思
え
な
い
。

竹田市のホームページ「こんにちは市長です」（URL）http://www.city.taketa.oita.jp/mayor/

輝きを秘めた『森のサファイア』
↑エッセイストのイーデス・ハンソンさんと

「第１回廣瀬武夫杯争奪少年柔道大会」開催へ
　竹田市が明治の初期に輩出した廣瀬武夫は軍人でありながら、
家族・同僚・部下を想う人間的に豊かで魅力ある人物で、友愛
の持ち主であり『柔道家』でした。
　その廣瀬武夫を顕彰するとともに青少年の健全育成と、少年
柔道の普及・発展を図ることを目的に「第１回廣瀬武夫杯争奪少
年柔道大会」が11月23日㈫に竹田市体育センター（仮）で開催さ
れます。
　出場申込み及び問い合せは、竹田市柔道連盟（吉野）☎�3-�8�8
まで

↑開催に向けて、お力添えをいただく里見奨学会
里見菊雄理事長と

【主催】廣瀬武夫顕彰会・竹田市柔道連盟　
【共催】竹田市・竹田市教育委員会・里見奨学会
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今月のひと温
泉
と
韓
国
映
画
は
、
相
性
が
い
い
。

第１回長湯温泉・日韓短編映画祭プロデューサー

下
し も

川
か わ

　正
ま さ

晴
は る

 （大分県立芸術文化短期大学教授・61歳）
　

89
年
、
毎
日
新
聞
ソ
ウ
ル
、
バ
ン
コ
ク
支

局
長
、
論
説
委
員
、
編
集
委
員
を
務
め
、
05

年
に
は
韓
国
外
国
語
大
学
言
論
情
報
学
部
客

員
教
授
と
し
て
、ソ
ウ
ル
で「
日
韓
マ
ス
メ
デ
ィ

の
研
究
に
当
た
り
ま
し
た
。
現
在
、
県
立
芸

術
文
化
短
期
大
学
の
情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
科
で
教
鞭
を
執
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

下
川
教
授
は
ソ
ウ
ル
特
派
員
時
代
に
培
っ

た
経
験
を
生
か
し
「
長
湯
温
泉
を
全
国
に
向

け
て
の
情
報
発
信
」
や
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観

光
に
つ
な
が
る
こ
と
を
想
定
し
た
国
際
イ
ベ

ン
ト
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
で
映
画

祭
を
企
画
。
竹
田
の
豊
か
な
自
然
景
観
を
活

用
し
た
短
編
映
画
を
創
る
と
い
う
、
こ
れ
ま

で
に
な
い
『
映
画
祭
』
は
、ス
ク
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
繋
が
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
下
川
教
授
は
、
韓
国
映
画
の
魅
力
に

つ
い
て
「
韓
国
人
そ
の
も
の
が
感
情
豊
か
。

作
品
に
時
代
を
反
映
さ
せ
て
い
る
も
の
が
多

く
、
国
を
知
る
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
も
そ

の
魅
力
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
日
韓
交
流
が
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と

な
っ
た
理
由
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

「
日
本
も
学
ぶ
べ
き
こ
と
が
多
く
て
、
ま
だ

ま
だ
伸
び
る
国
。
そ
の
中
に
オ
レ
の
人
生
が

あ
っ
て
も
全
然
い
い
。
同
じ
価
値
観
を
持
て

る
韓
国
ほ
ど
、
重
要
な
国
は
な
い
と
信
じ
て

い
る
」

　

当
日
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
同
短
大
や
Ａ
Ｐ
Ｕ
、

日
本
文
理
大
の
学
生
ら
50
人
以
上
が
通
訳
や

運
営
等
に
あ
た
り
ま
す
。
こ
の
映
画
祭
が
国

際
交
流
の
掛
け
橋
と
な
る
人
材
の
育
成
を
果

た
す
役
割
を
担
う
も
の
に
な
れ
ば
、
ま
さ

に
『
大
学
の
な
い
ま
ち
に
大
学
生
が
あ
ふ
れ
、

学
び
集
う
竹
田
』
の
代
名
詞
と
な
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

韓国には『孝道観光（ヒョド クァングァン）』
という言葉があって、「親孝行観光」とい
う意味です。子どもたちが親に旅行をプレ
ゼントしますが、旅行先が「長期滞在型温
泉地」が多いという点からも、韓国人が好
む要素があり、長湯温泉は適しているとい
えます。（下川教授）

アジアの奥座敷に日韓映画人が集う
第１回『長湯温泉・日韓短編映画祭』開催！
　『アジアの奥座敷』大分県竹田市に日本と韓国の映画関係者が集結し、日本一
の炭酸泉長湯温泉を主会場に短編映画祭が開催されます。
　韓国映画界の映像派巨匠イ・ミョンセ監督や映画『ＴＳＵＮＡＭＩ』出演中の
韓国若手人気俳優イ・ミンギさんら豪華ゲストを迎え、短編映画上映会やシン
ポジウムなどが行われますが、前売券は記者発表翌日に完売。その反響の大き
さに、実行委員会ではパブリックビューイングで別会場にて観賞できるように、
検討を進めています。（詳細は11月号にて）
　「この映画祭は、ただ映画を上映するだけではなく、映画を創ることを目標に
掲げています。温泉地ならではのリラックスできて、家族的な映画祭になると
思います」と話す映画祭プロデューサーの下川教授。
　全国から大勢の映画ファンの来訪が予想されます。この機会におもてなしの
気持ちを持って、『ふるさと竹田』をＰＲしたいものです。

■日　時　��月��日㈮～ ��日㈰
■場　所　竹田市直入町「長湯温泉」 　歴史温泉伝承館万象の湯＆温泉療養文化館御前湯 
■内　容　12日㈮　イ・ミンギ主演「おいしいマン」上映会 
　　　　　13日㈯　・韓国の短編映画連続上映 
　　　　　       　  ・シンポジウム「アジアの奥座敷『ＴＡＫＥＴＡ』で韓国映画を撮る！」 
　　　　　14日㈰　日本の短編映画連続上映 
●お問い合せ　竹田市観光ツーリズム協会　☎09��-�3-0�8�
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　９月11日、12日を主な日程に「第63回大分県民体育大
会」が県内各地で行われました。主な結果は次のとおり。
団体　グラウンドゴルフ３位／議員ソフトボール競技（公
開競技）２位 ／男子ソフトボール競技３位 ／綱引き男子一
般３位／山岳競技女子総合２位／陸上競技女子総合２位
個人　ゴルフ競技50歳未満１位・松本光生／銃剣道競技
短剣の部３位・佐藤芳和／自転車競技ロードレース一般２
位・野仲勝彦／陸上競技　議員教委400㍍リレー３位／女
子400㍍リレー３位／女子30歳以上100㍍２位・花田聖子
／女子30歳未満100㍍ ３位・矢野英美／女子30歳未満200
㍍３位・戸次美香／女子30歳未満砲丸投げ１位・楢木野愛
理／女子3000㍍３位・後藤知穂／男子30歳未満砲丸投げ２
位・清水伸也　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）
　選手の皆さんおつかれさまでした。

竹田市は大健闘の総合14位
（Ｃ部５位）

↑女子陸上のみなさん

↑綱引き男子のみなさん

↑男子ソフトボールのみなさん

↑松本光生さん（ゴルフ）

↑野仲勝彦さん（自転車）

↑佐藤芳和さん（銃剣道）

↑山岳女子のみなさん

　西ノ宮社の八朔祭（９月５日）
と岡神社の善神王祭り（９月７
日）が城下町で行われました。
　沿道や商店の装飾、幻の三層
天守閣を彩る小松明の灯りが祭
りを盛り上げました。

第
63
回

大
分
県
民
体
育
大
会 

城
下
町
・
初
秋
の

風
物
詩
二
景

←見立て細工の
ゲゲゲの鬼太郎

↑夜空に浮かぶ岡城の天守閣

　
「
平
成
22
年
度
久
住
文
化
協
会
発

表
会
」が
８
月
29
日
、
久
住
公
民
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

書
道
や
手
芸
な
ど
の
展
示
や
囲
碁

大
会
の
ほ
か
、
太
鼓
や
コ
ー
ラ
ス
、

詩
吟
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
が
行
わ

れ
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露
し

ま
し
た
。

　

写
真
は
、
演
劇
舞
踊
愛
好
会
が
熱

演
し
た「
関
の
弥
太
っ
ぺ
」

みんなの生きがい発表会
　

竹
田
高
校
臥
牛
祭
２
０
１
０『
想
』

２
日
目
の
９
月
16
日
に
、
歌
手
の
芹

洋
子
さ
ん
が
迎
え
て
、
同
窓
会
企
画

特
別
ス
テ
ー
ジ
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

　

お
な
じ
み
の
大
ヒ
ッ
ト
曲『
坊
が

つ
る
賛
歌
』を
含
め
13
曲
を
熱
唱
。

　

竹
高
生
を
は
じ
め
、
関
係
者
で
埋

ま
っ
た
満
員
の
会
場
は
、
熱
気
に
包

ま
れ
て
い
ま
し
た 

。

芹洋子さんが竹高文化祭で熱唱
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●身近な情報、ホットな話題をお寄せください。（総務課秘書広報係　☎ 63-1043　E-mail:taketa@city.taketa.lg.jp）

　

平
成
10
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
長
湯

温
泉
療
養
文
化
館「
御
前
湯
」の
入
館

者
が
９
月
２
日
、
１
５
０
万
人
に
達

し
、
同
施
設
に
ほ
ぼ
毎
日
通
う
姫
野

正
利
さ
ん（
直
入
町
城
後
・
73
歳
）に

ド
イ
ツ
ワ
イ
ン
の
セ
ッ
ト
と
40
回
分

の
入
浴
券
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

姫
野
さ
ん
は「
よ
い
記
念
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
入
浴
に
励
み

ま
す
」と
喜
び
を
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。

↑12年かけて入館150万人を達成！！

祝  

御
前
湯
入
館

　
　

150
万
人
達
成

　９月８日、ＪＲ豊後竹田駅前の竹田橋歩道に、郷土の先哲
田能村竹田のブロンズ像が設置され、除幕式が行われました。
　財団法人田能村竹田顕彰会が制作した像は、東洋のロダン
と呼ばれた朝倉文夫名誉市民の実兄渡辺長男の制作した坐像
をモデルにしたものです。
日本南画の最高峰であり、学者として、また華道や茶道にも
通じた『画聖』が城下町の玄関で皆さんをお出迎えします 

↑竹田坐像の視線
の先には儒学者

　・頼山陽と眺め
た と い わ れ る、
落門の滝がある

城
下
町
を
見
守
る

　

  

田
能
村
竹
田
坐
像

　
竹
田
混
声
合
唱
団
の「
第
31
回
定
期

演
奏
会
が
９
月
４
日
、
竹
田
市
文
化

会
館
大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　

竹
田
高
校
合
唱
部
を
迎
え
た
第
３

部
で
は
カ
ン
タ
ー
タ『
土
の
歌
』を
合

唱
。
７
楽
章
で
構
成
さ
れ
た
母
な
る

大
地
へ
の
賛
歌
、
会
場
は
そ
の
力
強

い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
聴
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。

母なる大地への賛歌に心を込めて
　

小
説
家
で
児
童
文
学
作
家
と
し
て

活
躍
し
た
椋
鳩
十
の
詠
ん
だ
歌
碑
が

来
年
の
小
学
５
年
生
の
教
科
書
に
掲

載
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
37
年
の
長
湯
泊
で
詠
ん
だ
歌
、

そ
の
歌
碑
は
長
湯
温
泉
の
上
野
屋
旅

館（
御
前
湯
向
い
）に
佇
ん
で
い
ま
す
。

『
合ね

歓む

林
ば
や
し

　
　

越
え
て
夏か

鶯お
う

の　

長
湯
か
な
』 長湯の歌碑が教科書に

　青少年の健全育成を目的に「平成22年度少
年の主張大分県大会」が９月17日、豊後大野
市エイトピアおおので開催されました。
　今年度は応募総数1,664編の中から書類審
査で選ばれた10名が発表しました。
　審査の結果、お母さんが入院し家族が離れ
ばなれに暮らすことになったことで、しっか
りと生きていく決意を綴った「雑草のように」
を発表した井上由貴さん（久住中学校２年・
14歳）が最優秀賞に選ばれました。

「
少
年
の
主
張
大
分
県
大
会
」

 
井
上
由
貴
さ
ん
が

最
優
秀
賞
に
！

↑「
甘
え
て
い
た
自
分
を
振
り
返
る
こ
と
が

で
き
た
」と
語
る
井
上
さ
ん

　

瀧
廉
太
郎
記
念
館
に
オ
ル
ゴ
ー
ル

を
寄
贈
い
た
だ
く
な
ど
、
音
楽
の
ま

ち
づ
く
り
に
貢
献
い
た
だ
い
た
こ
と

に
対
し
て
、「
あ
ヽ
瀧
廉
太
郎
」作
曲

者
・
故
松
尾
政
彦
さ
ん
の
妻
ハ
ツ
ノ

さ
ん（
佐
賀
県
在
住
）に
、
竹
田
市
か

ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

全
国
健
康
福
祉
祭
い
し
か
わ
大
会
出
場

　

平
成
22
年
10
月
９
日
か
ら
12
日
に

か
け
て
、石
川
県
で
開
催
さ
れ
る「
第

23
回
全
国
健
康
福
祉
祭
」の
大
分
県

選
手
団
に
参
加
す
る
選
手
は
次
の
と

お
り
。

ペ
タ
ン
ク
・
石
井
と
も
子
、
古
井
久
和
、
工

藤
俊
子
、
堀
美
代
子
／
マ
ラ
ソ
ン
・
熊
谷
明

／
弓
道
・
阿
南
正
治
／
剣
道
・
髙
山
健
治
、

内
川
茂
徳
、
髙
橋
功
／
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
・
熊

本
孝
吉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

輝
け
！
竹
田
の
星
☆

　

第
65
回
国
民
体
育
大
会（
９
月
25

日
～
10
月
５
日
）に
出
場
す
る
選
手

は
次
の
と
お
り
。
応
援
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

陸
上
円
盤
投
・
佐
藤
翔
太
郎（
大
分
雄
城
台

高
・
久
住
中
出
身
）
／
山
岳
成
年
男
子
・
渡

邊
裕
介（
大
分
大
学
）、
荒
巻
泰
裕（
関
東
学

院
大
学
）
／
山
岳
少
年
男
子
・
一
宮
大
介（
竹

田
高
校
）　　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
敬
称
略
） 松尾ハツノさんに感謝状
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竹田市人事行政の運営等の状況 〈平成21年度〉

１．職員の任免及び職員数に関する状況
⑴採用と退職の状況

平成21年4月1日現在職員数 退職者 採用者 平成22年4月1日現在職員数
458人 33人 8人 433人

⑵部門別職員数の状況

部　門 職員数（人） 対前年
比（人） 部　門 職員数（人） 対前年

比（人）21年度 22年度 21年度 21年度

福
祉
関
係
を
除
く
一
般
行
政

議　会 4 4 0 特
別
行
政

教　育 59 54 △5
総　務 84 84 0 警　察 0 0 0
税　務 19 19 0 消　防 61 61 0
労　働 0 1 1 小　計 120 115 △5
農　水 59 53 △6

公
営
企
業
等

病　院 0 0 0
商　工 12 10 △2 水　道 10 9 △1
土　木 30 28 △2 交　通 0 0 0
小　計 208 199 △12 下水道 4 3 △1

福
祉
関
係

民　生 62 55 △7 その他 22 21 △1
衛　生 32 31 △1 小　計 36 33 △3
小　計 94 87 △8 総合計 458 433 △25一般行政計 302 285 △17

⑶定員管理計画の状況

平成17年
４月１日
職員数

数　値　目　標 増　減　実　績
平成27年
３月31日
職員数

対17年
増減数

対17年
増減率

平成22年
４月１日
職員数

対17年
増減数

対17年
増減率

５２２人 ３９４人 △１２８人 △２４．５％ ４３３人 △８９人 △１７．０％

○竹田市の職員数は全国の類似団体で一番多い
　竹田市の職員数（普通会計）は、人口１万人当たり職員数という統計で比較すると、全国の類似団体の中で一番
多い状況にあります。自治体の面積や行政組織の特殊性なども照らし合わせる必要がありますが、数値だけで換
算すると昨年４月の段階で職員数が類似団体平均と比較し１６９人多い状況にあります。行財政改革の中で類似
団体との差を縮めようと努力を重ねていますが、一挙に理想的な姿に削減できないのが現実です。

○職員数を減らす、特別職、議員、職員の給与もカット
　厳しい財政状況のもとでは、職員数を減らすことに加え、人件費を抑制するという努力が必要不可欠です。
平成 17 年度から平成 21 年度までの 5 年間の行財政改革において、職員の給与カットで約４億８千万円、人員削
減を実施することにより約５億５千万円を削減することができました。また職員だけでなく、市長は就任時から
公約どおりに30パーセントのカット、副市長も教育長もカットしています。本年４月から、市議会議員も、報酬
や政務調査費等をカットし、人件費の抑制に努めています。

○マンパワーを政策に
　基礎自治体の自立に大切なのは、地域力・人間力・行政力・経営力の強化です。　
職員が多いのであれば、多い人数分をその強化に充て、住民サービスの向上と総合政策の充実を図るということ
です。周辺部の地域力を高めるための施策、高齢化社会に対応するために高齢者福祉の分野に職員を配置させる
などの政策が大切です。職員が多いという現実に向き合って、それが竹田市の特徴であれば、その一方で多いマ
ンパワーを市民サービスの向上に役立てることが必要です。

　地方公務員法第58条の２及び竹田市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき、平成21年度竹田市
人事行政の運営等の状況について公表します。これは、人事行政運営における公正性、透明性を高めるために公
表するものです。

『自立した自治体をめざし、今取り組む、給与抑制・職員削減・組織改革』
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２．職員の給与の状況
⑴人件費の状況（平成��年度普通会計決算）

区　分 住民基本台帳人口
（平成21年3月31日）

歳出費
Ａ

人件費
Ｂ

職員給与費
Ｃ

人件費率
Ｂ／Ａ

職員給与費率
Ｃ／Ａ

21年度 人 千円 千円 千円 ％ ％
25,526 20,992,022 4,520,717 2,640,242 21.5 12.6

※人件費には、特別職等に含まれる給与・報酬等を含みます。

⑵職員の給与費の状況（平成��年度普通会計予算）

区　分 職員数
Ａ

給　　与　　費
計
Ｂ

１人当り
給与費
Ｂ／Ａ給　料 職　員　手　当

期末・勤勉手当 その他の手当

22年度 人 千円 千円 千円 千円 千円
422 1,823,894 742,106 311,477 2,877,477 6,819

※１　職員手当には退職手当を含みません。
※２　給与費は当初予算に計上された予算額です。
※３　職員数は当初予算積算の基礎となった人数です。（市長・副市長は含みません。）

⑶職員の平均給料月額および平均年齢の状況　　　　　　⑷職員の初任給の状況
　　　　　　　　　　　　　（平成22年4月1日現在）　　  　　　　　　　　　　　　　　（平成22年4月1日現在）

区　　分 平均給料月額 平均年齢 区　　分 初任給 採用後２年経過時
一般行政職 354,600円 45.9歳 大学卒（減額前） 178,800円 190,300円
技能労務職 360,400円 46.3歳 高校卒（減額前） 144,500円 157,200円

※平成22年４月１日から平成23年３月31日までの間は給料月額について５％の減額措置を実施しています。

⑸職員の経験年数別、学歴別平均給料月額（減額後）の状況（平成��年�月�日現在）
区　　　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職 高校卒 209,285円 260,205円 310,840円
※経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合の採用後の年数です。

⑹級別職員数（一般行政職）の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （平成22年4月1日現
在）

区　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 ８級 計
標準職務 主事 主任 主査 主査等 課長補佐

係長等
課長

課長補佐等
課　長
参　事 課長

職員数（人） 5 10 47 20 25 125 35 0 267
構成比（％） 1.9 3.7 17.6 7.5 9.4 46.8 13.1 0 100.0

⑺職員手当の状況
①期末・勤勉手当　　　　　（平成22年6月1日現在）　　　   ②退職手当　　　　　　　　（平成22年4月1日現在）

区　分 期末手当 勤勉手当 勤続年数 自己都合 勧奨・定年
　６月期 1.250月分 0.70月分 勤続20年 23.50月分 30.55月分
１２月期 1.500月分 0.70月分 勤続25年 33.50月分 41.34月分

役職による加算措置５～ 15％ 勤続35年 47.50月分 59.28月分

③諸手当
区　分 項　　　　　　　　目

扶 養 手 当 配偶者、子ども等を扶養している場合に支給。配偶者13,000円、他6,500円～ 11,000円
住 居 手 当 借家（最高27,000円）、持家（月額2,500円）の区分で支給。
通 勤 手 当 ２㎞以上の通勤距離に応じて支給。2,000円～ 21,450円
管 理 職 手 当 管理職に対して支給。給料月額の５％
時 間 外 手 当 正規の勤務時間を超えて勤務を命じた場合に支給。
特殊勤務手当 税務職員、ケースワーカー、消防職員、清掃センター・衛生センターに勤務する職員
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⑻特別職の報酬などの状況（平成��年�月�日）
種　　類 区　　分 給料月額等 減額後給料月額 期末手当

給　　料
市　長 814,000円 569,800円

　６月期　1.450月分
１２月期　1.650月分

副市長 653,000円 555,050円
教育長 585,000円 497,250円

報　　酬
議　長 402,000円 389,940円
副議長 362,000円 351,140円
議　員 340,000円 329,800円

※平成22年４月１日から平成25年３月31日までの間は、市長30％、副市長15％、教育長15％、各議員報酬３％
の減額措置を実施しています。

３．職員の勤務時間および休暇等の状況
⑴勤務時間の状況
１週間の勤務時間 開始時刻 終了時刻 休憩時間 週休日

38.75時間 午前8時30分 午後5時 午後0時15分～午後1時 土曜日・日曜日
⑵休暇等の状況

種　　類 概　　　　要 取得状況
年次有給休暇 暦年により20日付与。20日を超えない範囲内の残日数を翌年に限り繰り越す

ことができる。 ９．０４日／年

介 護 休 暇 介護を最低２週間以上必要とし、同一の継続する状態ごとに連続する６月の期
間内（無給休暇） 　　０人

育 児 休 業 子が３歳に達する日までの期間（無給休暇） 女性２人
※１　取得状況は、平成21年１月１日～平成21年12月31日の暦年での取得状況です。
※２　上記の休暇以外に公務災害休暇、病気休暇及び特別休暇等があります。
※３　育児休業は、平成21年度中に新たに育児休業を取得した人数です。

４．職員の分限および懲戒処分の状況（平成��年度）
分　限　処　分　（人） 懲　戒　処　分　（人）

免職 降任 降給 休職 計 免職 停職 減給 戒告 計
0 0 0 1 1 0 0 1 0 1

５．職員の服務の状況
　全ての職員は、「全体の奉仕者」として公共の利益のために勤務し、職務遂行にあたっては全力で奉仕しなければ
なりません。この服務の基本原則を忠実に実行するため、地方公務員法の規定により、次の義務が課せられてい
ます。
○法令等及び上司の命令に従う義務　○信用失墜行為の禁止　○秘密を守る義務　○職務に専念する義務
○政治的行為の制限　○争議行為等の禁止　○営利企業等の従事制限

６．職員の研修の状況
研修名 内　　　　容
一般研修 竹田セミナー（新型インフルエンザ研修、地域社会雇用創造事業研修、公共空間のデザイン

とまちづくり研修、普通救命講習Ⅰほか）、職場研修、人権教育研修、メンタルヘルス講習会、
課長研修、課長補佐研修、係長研修、中堅職員研修、新採用職員研修、公務員倫理研修ほか

専門研修 契約事務研修、財務実務研修、法制執務研修、自己管理研修、税務関係各種研修ほか
特別研修 自己啓発研修、接遇研修、市町村幹部セミナー、公務員倫理指導者養成研修、市町村アカデミー

研修、市町村交際文化研修所、自治大学校、日本経営協会ほか
体験研修 虹色サマースクールボランティア研修

７．その他
⑴公平委員会業務の状況（平成��年度）
①勤務条件に関する措置の要求の状況　　　　　　　　②不利益処分に関する不服申立ての状況

措置要求件数 不服申立て件数
終結件数 終結件数

０ − ０ −
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福利厚生事業の状況の概要　〈平成21年度〉
　竹田市では､ 地方公務員法第42条の厚生福利制度に基づき､ 職員の福利厚生事業を実施しています。人事行政

運営等の状況の公表の一環として福利厚生事業の実施状況等の概要をお知らせします。

《参考》　地方公共団体は、職員の保健、元気回復その他厚生に関する事項について計画を樹立し、これを実施し

〕条24第法員務公方地〔。いならなばれけな

１．職員互助会の運営状況（平成21年度）
団　体　名 会員数 市補助金 公費率 主　な　事　業

竹田市職員共済会 ４６１人 4,127千円 30.2％ 給付事業、文化厚生事業、普及事業

※公費率＝公費／（公費＋会員掛金）

２．健康管理事業の状況（平成21年度）　　　　　 ３．公務災害補償の状況（平成21年度）
項　　目 内　　　　容 加入団体 認定件数 災害の内容

定期健康診断 基本検査（441人）

地 方 公 務 員

災害補償基金

大 分 県 支 部

0件

各種がん検診
前立腺がん（135人・50歳以上男）　
乳がん（96人・女）

そ の 他

脳疾患検査
（76人・45歳、50歳、55歳、58歳）
ＨＣＶ抗体検査
（106人・20歳以上５歳刻み）
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表：竹田市の国勢調査人口等推移（合併前含む）
実施年
（西暦）

人　口
（人）

65歳以上
（人）

高齢化率
（％）

平成２年
（1990）

32,398 7,372 22.8

平成７年
（1995）

30,368 8,563 28.2

平成12年
（2000）

28,689 9,663 33.7

平成17年
（2005）

26,534 10,080 38.0

平成22年
（2010）

？ ？ ？
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10月６日、７日に北海道岩見沢市で行われる『第61回
日本学校農業クラブ全国大会』に出場する大分県立三
重総合高校久住校

「出場するからには上位を目指し、入賞できるように
がんばります！」と意気込みを語る久住校の生徒たち

　→
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３
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草原にきらめく久住校の輝き
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ケーブルネットワークセンターからお知らせ
　ケーブルネットワークの機器について、以下の症状がある場合
は下記までご連絡ください。
　・告知端末機から放送が流れない。
　・機器のランプが消えている。
　・IP電話が使えない。（利用者のみ）
　・テレビが見られなくなった。(加入者のみ)

【連絡先】（＊印は、市内IP電話可）
◇平日 8：30 ～ ��：00の場合
　本庁ケーブルネットワークセンター 　☎�3-�83�*
　ケーブルネットワークセンター (久住)　　☎��-����*
　大分ケーブルテレコムカスタマーセンター

　　　　　　☎��-380�* または、☎09�-���-����
◇夜間・休日の場合
　大分ケーブルテレコムカスタマーセンター
　☎64-3801* または☎097-542-1121
≪木を伐採予定の方へ≫
　木の伐採で光ケーブルが支障になる場合は、事前にご連絡をお
願いいたします。

≪台風シーズンを迎えて≫
　皆さんのお宅まで引いている光ケーブル幹線及び引込線が、土
砂崩れ、倒木、飛来物等により断線することも考えられます。被
害箇所が多くなった場合は復旧に時間がかかることも考えられま
すのでご了承願います。

↑『高原の雫』　500ml・3,000円（税込）

これからも久住産にこだわります！

アイスワイン「高原の雫」が国産ワインコンクール銅賞
　国産ワインの品質と認知度の向上を図るため７月21日から23日の３日間、「国産
ワインコンクール2010」が山梨県甲府市で開催されました。13部門のうち【極甘口
部門】で久住ワイナリー（久住町）のアイスワイン『高原の雫』が銅賞に輝きました。
　『高原の雫』は葡萄を凍結し、ゆっくりと雫のように融けだしてくる濃縮された
果汁のみで醸造した、甘口タイプの白ワインです。
　醸造主任の中沢和生さんは「久住産のブドウを使ったワインでさらに上の賞を目
指したい」と話しています。
●お問い合せ　久住ワイナリー　☎09��－��－�00�
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食育ツーリズム　竹田市経済活性化促進協議会

す
ご
あ
ま
コ
ー
ン
ス
ー
プ
の
素

の す す め
竹田温泉花水月に観光関連組織等が同一拠点に集結しました。今後はさらに相互の連携効果が
期待されます。このコーナーでは「花水月」発のわくわく情報をお知らせしていきます。
＊「知産知消」とは、知っている人が生産したものを、遠くの知人を介して消費の輪を広めていくことです。

知 産 知 消
ち　　　　　　　さ　ん　　　　　　   ち　　　　　　　し ょ う

　竹楽会場で食を提供する個人・団体並びに竹田市街で飲食店を経営
する方 に竹楽食品衛生講習説明会を事前に開催し、趣旨にご賛同いた
だける 対象者には、当ＮＰＯ法人が推奨店証を発行します。 

（食の提供者は証書を店舗内に掲示していただきます。） 
　推奨店制度加入者には、「竹楽食マップ」に営業内容等を記載し、もみ
じフェスタ期間中（11月３日～ 11月21日）広く情報公開致します。

【食品衛生講習会】
　日　時　　平成22年10月12日㈫　14時～ 15時 
　場　所　　竹田商工会議所２階大ホール 
　受講料　　一店舗につき1000円（当日集金します） 
　対象者　　・市民による屋台村出店希望者 
　　　　　　・市民による竹楽地産地消村出店希望者 
　　　　　　・市民による竹楽会場及び商店街で営業する個人・団体 
●お問い合せ　NPO法人里山保全竹活用百人会　☎�3－��38

「竹楽」に伴う食の提供や「推奨店」制度導入を学ぶ
『食品衛生講習会』に受講しませんか？

参加費
無　料

食育ツーリズムツアー
市民モニター募集！

あなたも参加しませんか？
　平成19年度から３ヶ年間にわたり取り組んできた「新パッケージ事業」も今春にて
終了し、平成21年２月から新パッケージ事業を後押しする形でスタートした「実現
事業」も残すところ５ヶ月余りとなりました。これまで毎年中間報告会を開催して
まいりましたが、今回は、事業のタイトルであります「食育ツーリズム」ツアーを以
下の目的で実施いたします。　
●「食づくり」と「観光（ツーリズム）」をリンクさせた新しい着地型ツアーです。
●着地型旅行とは何かがご理解いただけます。
●それぞれの立場から着地型旅行商品づくりの提案ができます。
●「食」の新商品（平成��年度分も含めて）を紹介します。

ひ
ら
く
亭　

代
表　

村
上
桂
子

直
入
町
下
田
北

（
農
産
加
工
研
究
会
）

「食育ツーリズム」ふるさとふれあいツアー 特選２コース
コース①　「～祖母山麓・天と地の恵み～地域資源丸ごと活用術の巻」
　内　容：神の里に伝わる生活の知恵と文化を探勝し、こだわりの「食」を
育んだ自然や人々との触れ合いが楽しめる、神原地区エコミュージアムツ
アー。
　催行日：10月26日（火）市民対象、10月28日㈭観光関係者等対象
コース②　「～作り手の想い～無添加トマトジュースと味噌玉の秘密」
　内　容：事業に取り組んできたヒト（生産者）と、そこから生まれたモノ（商
品）を、コト（商品のコンセプト、物語）を通して紹介します。生産現場を訪れ、
体験することで「食育ツーリズム」という旅のかたちを表現したツアーです。
　催行日：11月2日（火）市民対象、11月4日（木）観光関係者等対象
※申し込み期限　コース①10月15日、コース②10月22日
※詳細はホームページをご覧ください。http://taketa-syokuiku.org/
※各コース・催行日とも、参加費は無料、定員10名となります。
　参加希望者が多数の場合は、抽選の上で参加いただく方を決定させていただきます。

●お問い合せ　竹田市経済活性化促進協議会　☎��－����
　ホームページ　http://taketa-syokuiku.org/

↑神原の縁側カフェ

【新商品紹介コーナー】地産地加地消の商品づくり

　直入町の下田北で農家民泊と自家製の味噌などを加工
した味みそを製造。国産大豆 100％・無添加の自家製の
味みそは定番のにんにく味噌、とうがらし、いりこのほか、
ふきのとう、山椒、ミョウガなど季節限定味噌など 6 種
類。ご飯に野菜に、ぴったりな一品。ぜひご賞味ください。
農家民泊では、山芋掘りやわかさぎ釣り、山菜採り体験
が楽しめる。
●販売場所：竹田温泉花水月、道の駅すごう、道の駅た

けた、水の国おづる、川端家他

ひ
ら
く
亭
の

　
　

あ
じ
味
噌

　菅生の大地に育ったスイートコーンを
ベースにした商品ができあがりました。
　その名も「すごあまコーンスープの素」。
　牛乳や豆乳を加えれば手軽においしい
スープが楽しめます。ぜひお試しあれ。（冷
凍：500円）
●お問い合せ　道の駅すごう
　　　　　　　☎09��-��-����

新商品
紹　介
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旧
岡
藩
士
で
、
後
に
新
政
府
の
も

と
で
活
躍
し
た
人
で
す
。

　
天
保
元
（
１
８
３
０
）
年
に
生
ま
れ
、

武
夫
の
父
重
武
と
と
も
に
上
士
小
河

一
敏
に
学
び
、
家
老
中
川
栖
山
を
首

領
と
す
る
岡
藩
勤
王
党
と
し
て
早
く

か
ら
尊
王
攘
夷
の
志
を
も
ち
、
安
政

８
（
１
８
６
１
）
年
に
豊
後
竹
田
を

出
て
熊
本
、
長
崎
、
宇
和
島
、
京
都

を
転
々
と
し
た
の
ち
、
江
戸
で
数
年

滞
在
、
鷲
尾
隆た

か

聚あ
つ

侍
従
の
勤
王
の
募

兵
に
応
じ
た
そ
う
で
す
。

　

戊
辰
戦
争
で
は
、
三
条
実
美
の
下

で
軍
曹
と
な
り
後
に
鷲
尾
総
督
府
付

を
命
ぜ
ら
れ
、
会
津
戦
争
で
は
功
を

挙
げ
、
鶴
ヶ
城
、
城
明
け
渡
し
に
中

村
半
次
郎
（
桐
野
利
秋
）
と
と
も
に

政
府
軍
代
表
と
し
て
立
ち
あ
い
、
城

主
松
平
容か

た

保も
り

を
妙
心
寺
ま
で
護
送
す

る
と
い
う
大
任
を
果
た
し
ま
し
た
。

そ
の
功
績
で
永
世
五
十
石
を
賜
っ
て

い
ま
す
。

　

維
新
後
は
、
新
政
府
に
出
仕
し
浦

和
県
知
事
、
海
軍
一
等
属
と
し
て
海

軍
省
立
ち
上
げ
に
力
を
尽
く
し
ま
し

た
。
職
を
辞
し
て
現
竹
田
市
久
住
町

白
丹
に
住
み
、
稲
葉
公
園
に
小
太
郎

の
顕
彰
碑
が
あ
り
ま
す
。
享
年
65
才

で
し
た
。

　

武
夫
が
上
京
し
た
明
治
16

（
１
８
８
３
）
年
、
父
の
盟
友
山
縣

小
太
郎
宅
に
兄
勝
比
古
同
様
寄
宿
し
、

武
夫
は
当
初
は
こ
こ
か
ら
講
道
館
、

つ
い
で
攻
玉
社
に
通
い
は
じ
め
て
い

ま
す
。

　

こ
の
講
道
館
は
、
小
太
郎
宅
の
近

く
に
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

小
太
郎
と
館
長
嘉
納
治
五
郎
と
は
懇

意
の
仲
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
よ
り

も
何
よ
り
も
小
太
郎
の
「
健
全
な
る

血
肉
は
健
全
な
る
精
神
を
も
っ
て
涵

養
す
」
の
訓
え
に
導
か
れ
て
嘉
納
治

五
郎
を
師
と
受
け
入
れ
る
武
夫
の
姿

が
浮
か
び
あ
が
っ
て
き
ま
す
。

　

武
夫
は
「
柔
よ
く
剛
を
制
す
」
と

い
う
柔
道
の
魅
力
に
と
り
つ
か
れ「
柔

道
バ
カ
」
と
い
わ
れ
る
程
の
日
頃
の

練
習
ぶ
り
、
海
軍
兵
学
校
に
柔
道
を

正
科
と
す
る
こ
と
に
一
役
か
っ
た
り
、

士
官
と
な
っ
て
紅
白
試
合
に
出
場
で

き
る
機
会
が
あ
り
５
勝
１
分
の
快
挙

を
講
道
館
始
ま
っ
て
以
来
の
こ
と
を

成
し
遂
げ
、
嘉
納
館
長
よ
り
直
々
に

即
日
二
段
を
免
許
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ロ
シ
ア
駐
在
員
の
折
ニ
コ

ラ
イ
帝
の
前
で
日
本
柔
道
の
す
ば
ら

し
さ
を
披
露
し
、
ロ
シ
ア
柔
道
を
盛

ん
に
す
る
素
地
を
作
っ
た
と
い
い
ま

す
。

　

山
縣
小
太
郎
の
訓
え
を
真
正
面
か

ら
受
け
と
め
、
嘉
納
治
五
郎
か
ら
学

び
と
っ
た
こ
と
を
体
現
し
よ
う
と
し

た
武
夫
の
精
進
ぶ
り
に
大
い
に
学
ば

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。　　
　
　
　
　
　
　
（
仲
村
睦
雄
）

廣瀬武夫に“柔道”をすすめた山縣小太郎
↑山縣小太郎

竹
田
市
立 

竹
田
中
学
校

　

昨
年
、
馴
染
み
深
い
島
薗
校
舎
か

ら
竹
田
商
業
高
校
跡
地
に
移
転
し
、

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
竹
田
中

学
校
。
生
徒
た
ち
は
先
輩
の
築
い
て

き
た
伝
統
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
新

鮮
な
気
持
ち
で
日
々
の
学
校
生
活
を

送
っ
て
い
ま
す
。

　

竹
田
中
学
校
の
朝
は
爽
や
か
な
挨

拶
で
始
ま
り
ま
す
。『
当
た
り
前
の

こ
と
を
当
た
り
前
に
で
き
る
生
徒
に

な
ろ
う
』
と
全
校
生
徒
で
挨
拶
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
地
域
の
方
か
ら

も
「
竹
田
中
学
校
の
生
徒
は
気
持
ち

の
よ
い
挨
拶
を
す
る
」
と
い
う
嬉
し

い
お
言
葉
を
頂
き
、
地
域
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
も
役

立
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
ま

た
、
で
き
る
だ
け
徒
歩
や
自
転
車
な

ど
自
分
の
力
で
登
校
す
る
こ
と
を
呼

び
か
け
て
お
り
、
き
つ
い
こ
と
に
も

自
ら
挑
戦
す
る
気
持
ち
が
育
っ
て
き

て
い
る
よ
う
で
す
。

　

学
習
面
で
は
基
礎
的
・
基
本
的
な

学
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
、
ま
ず
学

習
習
慣
を
し
っ
か
り
身
に
つ
け
さ
せ

よ
う
と
学
習
規
律
の
再
確
認
を
行
い

ま
し
た
。
授
業
の
は
じ
め
と
終
わ
り

の
あ
い
さ
つ
、
聞
く
態
度
、
提
出
物

の
徹
底
な
ど
当
た
り
前
の
こ
と
確
実

に
で
き
れ
ば
、
学
力
は
必
ず
伸
び
て

い
く
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
大
分
県
中
学
校
進
路
指

導
研
究
大
会
の
会
場
校
と
な
り
、
自

己
存
在
感
を
高
め
る
取
り
組
み
に
加

え
て
、
自
ら
の
将
来
像
を
豊
か
に
描

く
こ
と
の
で
き
る
生
徒
の
育
成
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
美
し
い
も
の
に
感
動
す
る

心
を
育
て
よ
う
と
、
合
唱
活
動
に
も

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
６
月
に
は
多

く
の
地
域
の
方
に
観
覧
を
し
て
頂
き

恒
例
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ
を

開
催
し
ま
し
た
。
８
月
に
は
３
年
生

が
コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル
で
催
さ
れ
た
私

学
フ
ェ
ス
タ
で
合
唱
を
披
露
し
、
聴

衆
の
皆
さ
ん
か
ら
「
素
晴
ら
し
い
歌

声
で
感
動
し
ま
し
た
」
と
お
褒
め
の

お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。
11
月
の
蛍

雪
祭
（
文
化
祭
）
で
も
各
ク
ラ
ス
の

力
強
く
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
聴
け

る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

今
日
も
体
育
館
か
ら
は
竹
田
中
学

校
の
校
歌
が
響
い
て
い
ま
す
。
校
歌

の
歌
詞
に
は
「
恋
す
る
よ
う
に
生
き

た
い
と
願
う　

友
の
祈
り
が
隣
に
あ

る
か
ら
」
と
い
う
一
節
が
あ
り
ま
す
。

生
徒
た
ち
に
は
「
恋
す
る
よ
う
に
」

人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
生
き
て

い
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。              

（
河
村　

明
彦
）

『
恋
す
る
よ
う
に
生
き
よ
う
』

↑私学フェスタに出場した３年生
　（コンパルホール）

↑学習規律の再確認。授業も活気づく。

61

↑合唱活動
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今
年
度
か
ら
第
１
期（
生
後
６
か

月
か
ら
７
歳
６
か
月
未
満
）の
接
種

に
つ
い
て
積
極
的
勧
奨
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
今
回
、
平
成
17
年

か
ら
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
を
控
え

て
い
た
第
２
期（
９
歳
か
ら
13
歳
未

満
）の
接
種
の
安
全
性
が
確
立
さ
れ
、

再
開
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
第
１
期
接

種
の
不
足
分
の
接
種
も
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
母
子
健
康
手
帳
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

＊
第
１
期
と
第
２
期
の
対
象
年
齢
の

方
は
無
料
で
接
種
で
き
ま
す
。

＊
対
象
年
齢
外（
７
歳
６
か
月
か
ら

９
歳
未
満
の
方
）は
任
意
接
種（
有

料
）と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

※
接
種
す
る
場
合
は
必
ず
医
療
機
関

に
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
内
で
接
種
で
き
る
医
療
機
関

伊
藤
医
院　

☎
７
５
ー

２
２
２
２

大
久
保
病
院　

☎
６
４
ー

７
７
７
７

佐
藤
医
院　

☎
６
８
ー

２
０
０
５

竹
田
診
療
所　

☎
６
２
ー

４
０
１
４

竹
田
医
師
会
病
院

　
　
　
　
　
　

☎
６
３
ー
３
２
４
１

竹
田
市
立
こ
ど
も
診
療
所

　
　
　
　
　
　

☎
６
３
ー

３
８
３
８

　

こ
れ
ま
で
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
と
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予

防
接
種
は
別
々
に
接
種
し
て
い
ま
し

た
が
、
今
秋
か
ら
季
節
性
と
新
型
の

混
合
ワ
ク
チ
ン
が
主
と
な
り
ま
す
。

市
が
助
成
す
る
内
容
に
つ
い
て
は
左

記
の
と
お
り
で
す　
　
　

【
市
が
助
成
す
る
対
象
】

①
65
歳
以
上
の
方

②
60
～
64
歳
の
方
で
心
臓
や
じ
ん
臓

も
し
く
は
呼
吸
器
の
機
能
又
は
ヒ

ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免

疫
の
機
能
に
日
常
生
活
行
動
が
極

度
に
制
限
さ
れ
る
程
度
の
障
害
を

有
す
る
方

③
生
活
保
護
世
帯
の
方（
年
齢
問
い

ま
せ
ん
）

④
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方（
年
齢

問
い
ま
せ
ん
）

【
自
己
負
担
】１
、６
０
０
円

＊
た
だ
し
、
生
活
保
護
世
帯
・
市
民

税
非
課
税
世
帯
の
方
は
無
料
で

竹 田 市 健 康 増 進 課  ☎�3-�8�0
荻支所いきいき市民課  ☎�8-����
久住支所いきいき市民課  ☎��-����
直入支所いきいき市民課  ☎��-����

かぼちゃのミルクカレー煮

〈材料〉４人分
かぼちゃ　　２００ｇ
ピーマン　　２コ
いりこ　　　１０ｇ
サラダ油　　小さじ２
カレー粉　　小さじ 1/2
牛乳　　　　１００cc
塩　　　　　小さじ 1/5
しょうゆ　　小さじ 1/2
みりん　　　小さじ２

今月の食材：かぼちゃ
かぼちゃは体内でビタミンＡに変わるβカロテン
を多く含んでいます。βカロテンは粘膜や皮膚の
抵抗力を高め、生活習慣病やガンの予防に効果が
あるといわれています。皮にも栄養が多く含まれ
るので、一緒に調理して食べましょう。他にもビ
タミン類が豊富なので、冬至にかぼちゃを食べる
と風邪を引きにくいともいわれています。

　
〈作り方〉─────────────────
①かぼちゃは一口大に切る。ピーマンは短冊に切る。
②いりこは頭とはらわたを取る。
③鍋にサラダ油を熱し、いりこを入れていい香り

が出たら、かぼちゃを炒める。油が馴染んだらカ
レー粉を加えて炒め、牛乳と調味料を加えて落と
し蓋をして煮る。汁気がなくなる直前にピーマン
を加えて、色よく仕上げ、盛り付ける。

日
本
脳
炎
の
『
予
防
接
種
』
が

一
部
改
正
さ
れ
ま
し
た

す
。
生
活
保
護
受
給
証
明
証
、
課

税
証
明
書
の
提
出
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

＊
対
象
①
②
③
④
以
外
の
方
は
医
療

機
関
が
設
定
し
て
い
る
料
金
で
接

種
と
な
り
ま
す
。

【
接
種
期
間
】平
成
22
年
10
月
１
日
～

　
　
　
　
　

平
成
23
年
３
月
31
日

　
【
接
種
回
数
】【
協
力
医
療
機
関
】等

に
つ
い
て
の
詳
細
は
回
覧
チ
ラ
シ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。　

　

予
防
接
種
に
関
し
て
不
明
な
点

は
、
健
康
増
進
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。（

☎
６
３
ー

４
８
１
０
）

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
に
つ
い
て

９歳から�3歳未満の方で

例１ 第１期０回 →
９歳から13歳未満内で
３回接種

例２ 第１期１回済み →
９歳から13歳未満内で
２回接種

例３ 第１期２回済み →
９歳から13歳未満内で
１回接種

例４ 第１期３回済み
（完了） →

第２期接種として１回
追加接種
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■竹田市立図書館
　TEL・FAX 63-1048
■荻図書室（荻みらい館内）
　TEL 68-2200 ・FAX 68-2057
■久住図書室
　TEL 76-0717・FAX 76-0724
■直入図書室
　TEL 75-2240・FAX 75-2231
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※カレンダー中の白抜きの
　日が休館日です。

日時　10月20日㈬
　　　14:00～
場所　竹田市総合
　　　社会福祉センター

ブックスタート

今月の新刊のご案内
〔一般の本〕
・100年前の女の子　　　　　　　　　　 船　曳　由　美
・農家の嫁の事件簿　　　　　　　　　　三　上　亜希子
・ストーリー・セラー　　　　　　　　　有　川　　　浩
・炎天の雪　上・下巻　　　　　　　　　諸　田　玲　子
・究極の田んぼ　　　　　　　　　　　　岩　澤　信　夫
・青春、手遅れ　　　　　　　　　　　　益　田　ミ　リ
・たっぷり生きる　　　　　　　　　　　日野原　重　明

〔子どもの本〕
・タラ・ダンカン ７ 上・下巻　　 ソフィー・オドゥワン＝マミコニアン
・市立第二中学校2年Ｃ組-10月19日月曜日　  椰　月　美智子
・ブンダバーとにゃんにゃんにゃん　　　く ぼ し ま り お
・くすのきだんちへおひっこし　　　　　末　崎　茂　樹
・くすのきだんちは10かいだて　　　　　末　崎　茂　樹

ほか　50冊ほど購入しました。

日時　10月13日㈬
　　　13:20～14：00
場所　竹田幼稚園　

おはなしルーム

�0月��日㈪～��月
１日㈪まで図書館シ
ステム入替のため臨
時休館します

「司書おすすめの一冊」

「日高敏隆の口説き文句」　
（集英社）

　23ヶ国語をしゃべれる動
物行動学者「日高敏隆」が
軽やかに生きた軌跡を29人
の証言で辿る一冊。日高さ
んの最後の著作「世界を、
こんなふうに見てごらん｣も
ぜひ読んでみてください！

誕
生
お
め
で
と
う

8
月
生
ま
れ

（
親
・
自
治
会
）

広報たけた 10 も　く　じ

人口の
うごき

嚶鳴フォーラム in 竹田･･････････････････････････････････････2
各地域審議会から提出されました／竹田雑感⑩･････････････････8
岡藩由学館竹田塾 in 東京････････････････････････････････････9
第２回温泉シンポジウム開催････････････････････････････････12
市長コラム⑮『有由有縁』･･･････････････････････････････････14

　　　【別冊 たけたん情報】　10月のこよみ、たけたん情報、
　　　　環境衛生課、学校教育課、文化会館からおしらせ

ＴＡＫＥＴＡＮ　ＦＡＣＥ 今月のひと（下川正晴）／第１回
長湯温泉・日韓短編映画祭･････････････････････････････････15
まちの話題･･･････････････････････････････････････････････16
竹田市人事行政の運営等の状況･････････････････････････････18
シリーズほろにが／はじめまして、クラウディアです！／三重総
合高校久住校『日本学校農業クラブ全国大会』へ／知産知消のすす
め／ぼくたち・わたしたちの学びや（竹田中学校）／まるごと博物
館／保健だより／食育レシピ／図書館情報／誕生おめでとう／プ
クサン／ふるさと風韻（辻畑隆子）／郷土の植物／すくすく１歳
　･･････････････････････････････････････････････････21 ～ 28

（前月比）
人　口　  25,387 人（－  31 人）
　男性　  11,802 人（－  16 人）
　女性　  13,575 人（－  15 人）

（前月比）
世帯数　10,575 世帯（ー 20 世帯）

住民基本台帳登録人数
（平成 22 年８月 31 日現在）

「すいはんきのあきやすみ」
（ＰＨＰ）

小長谷有紀 村上しいこ

日時　毎週火曜日
　　　10:30～11:00
場所　竹田市立図書館
　　　えほんのへや

おはなしのへや

　人気コンビがおくる「わがま
まおやすみ」シリーズ第４弾！
すいはんきが運動会に出場？わ
が家のすいはんき「ジャーちゃ
ん」がかりものきょうそう、つ
なひきで大活躍！長谷川義史さ
んの絵も楽しいよー
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竹田市は、夢と理想と志を思い起こさせるまちである。

　竹田市出身でご活躍の先輩方に、生まれ育ったまちの空気感に思いを馳せ、

　　自由に筆を走らせていただいた。いま自分の人生に風を吹かせながら…

題字／草刈樵峰

　

市
長
コ
ラ
ム
〝
有
由
有
縁
〟
の

言
葉
に
強
く
同
感
。
私
も
こ
の
仏

教
用
語
の
〝
有
縁
〟
を
深
く
実
感

し
な
が
ら
生
き
て
生
か
さ
れ
て
い

る
一
人
。

　

昭
和
30
年
代
か
ら
40
年
代
に
か

け
て
、
私
た
ち
姉
弟
の
就
学
期
と

父
親
の
駅
長
な
る
時
期
が
重
な
り

転
校
の
連
続
（
ち
な
み
に
私
は
小

学
校
５
回
、
中
学
校
２
回
。
県
内
、

東
西
南
北
９
ヵ
所
に
在
住
）。
そ

の
中
で
も
荻
町
で
は
、
緑
ヶ
丘
中

学
校
を
卒
業
（
弟
は
同
校
入
学
、

姉
は
竹
田
高
校
卒
業
）
と
節
目
の

年
に
な
っ
た
。

　

そ
の
当
時
、
一
家
そ
ろ
っ
て
の

大
切
な
想
い
出
は
今
で
も
忘
れ
ら

れ
な
い
…
岡
城
へ
。
満
開
の
桜
の

下
、
持
参
の
弁
当
を
広
げ
、
お
な

か
い
っ
ぱ
い
に
な
る
と
、
ホ
ッ
カ

リ
父
と
並
ん
で
昼
寝
（
ま
さ
か
、

そ
の
ほ
ん
の
数
年
後
、
そ
の
父
が

こ
の
世
か
ら
消
え
る
な
ん
て
想

像
も
で
き
な
か
っ
た
頃
）。
や
が

て
瀧
廉
太
郎
像
の
方
へ
。
そ
の
像

と
並
ん
で
写
真
を
撮
る
光
景
は
そ

の
当
時
か
ら
よ
く
あ
っ
た
。
私
の

番
の
時
、
瞬
時
に
ひ
ょ
い
と
台
座

石
に
飛
び
乗
っ
て
ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト
。

ま
だ
彫
刻
家
に
な
ろ
う
な
ど
頭
の

隅
に
も
な
か
っ
た
頃
、
こ
の
一
枚

が
自
分
の
将
来
を
有
縁
に
？
（
ち

な
み
に
今
春
、
同
じ
ポ
ー
ズ
を
と

思
っ
た
が
、
台
座
石
に
飛
び
乗
れ

な
か
っ
た
?!
）

　

歳
月
は
流
れ
、
荻
や
竹
田
は
遠

く
懐
か
し
い
地
と
し
て
私
の
中
で

風
化
し
て
い
く
の
か
と
…
。
し
か

し
、
そ
の
40
余
年
は
強
い
有
縁
で

私
を
引
き
寄
せ
て
く
れ
た
。

　

今
春
〝
廣
瀬
武
夫
〟
像
建
立
の

話
が
あ
っ
た
時
、「
や
っ
と
こ
の

男
の
出
番
が
き
た
！
」
と
喜
び
の

反
面
、
決
定
的
な
不
安
も
。
そ
れ

は
あ
ま
り
に
期
間
が
短
い
事
。
10

月
22
日
の
除
幕
な
ら
、
８
月
中
に

原
型
像
を
仕
上
げ
な
い
と
ブ
ロ
ン

ズ
像
は
間
に
合
わ
な
い
…
。
つ
ま

り
通
常
一
年
が
か
り
を
半
年
で
と

い
う
事
。〝
秀
吉
の
一
夜
城
〟
の

話
が
浮
か
ぶ
。そ
の
た
め
に
は「
こ

れ
だ
！
」
と
い
う
自
身
を
発
奮
で

き
る
何
か
を
ゲ
ッ
ト
し
な
け
れ
ば

と
、
廣
瀬
に
関
す
る
本
、
資
料
を

片
っ
端
か
ら
。
坂
本
龍
馬
の
高
知

に
も
飛
ん
だ
。

　

中
で
も
Ｎ
Ｈ
Ｋ
〝
坂
の
上
の

雲
〟
で
廣
瀬
役
の
藤
本
隆
宏
さ
ん

と
の
出
会
い
は
大
き
な
ポ
イ
ン
ト

に
。
東
京
で
（
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
も

同
席
）
会
っ
た
時
、
別
れ
の
際
に

藤
本
さ
ん
が
「
─
ぜ
ひ
大
き
く
つ

く
っ
て
下
さ
い
！
」
の
響
き
が
そ

の
後
ず
っ
と
私
の
脳
裏
か
ら
離
れ

な
か
っ
た
。

　

そ
の
前
後
、
試
作
品
を
つ
く

り
、
地
元
の
方
々
と
の
会
議
。
結

論
は
軍
服
姿
で
と
。
そ
の
路
線
で

ス
タ
ー
ト
だ
が
、
軍
服
の
大
き
な

人
形
を
作
っ
て
い
る
よ
う
で
心
が

乗
ら
な
い
。
不
眠
の
日
が
続
く
…
。

そ
ん
な
あ
る
日
、
藤
本
さ
ん
の
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
女
史
か
ら
メ
ー
ル
で

写
真
が
届
く
。「
こ
れ
だ
！
」
と

い
う
核
心
が
ピ
ン
と
く
る
。
廣
瀬

の
人
生
ラ
ス
ト
を
イ
メ
ー
ジ
し
よ

う
と
。
す
ぐ
に
再
ス
タ
ー
ト
、
大

き
さ
も
グ
ン
と
ア
ッ
プ
し
た
。

　

こ
の
夏
は
、
廣
瀬
像
の
制
作
、

９
年
ぶ
り
の
日
展
巡
回
展
、
今
秋

の
日
展
制
作
と
重
な
り
、
私
に

と
っ
て
は
パ
ニ
ッ
ク
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
。ま
ず
自
身
の
体
力
を
と
、き
っ

ち
り
料
理
を
作
り
モ
リ
モ
リ
食
べ

て
３
キ
ロ
の
身
を
付
け
た
。
冷
房

な
し
の
ジ
リ
ジ
リ
の
工
房
で
の
毎

日
、
10
時
間
の
格
闘
は
決
し
て
楽

で
は
な
か
っ
た
が
。
廣
瀬
や
そ
の

役
の
藤
本
さ
ん
の
写
真
と
会
話
す

る
と
「
ま
だ
ま
だ
！
」
と
励
ま
さ

れ
、「
過
酷
な
道
を
生
き
た
人
間

を
創
る
に
は
、
そ
の
作
者
も
少
し

は
過
酷
な
体
感
が
な
い
と
い
い
も

の
は
つ
く
れ
ん
よ
！
」
と
聞
こ
え

る
よ
う
だ
っ
た
。

　

今
回
、
関
わ
っ
た
皆
々
様
に
深

く
、
強
く
感
謝
！
そ
し
て
更
な
る

有
縁
を
信
じ
祈
り
た
い
。

40
余
年
後
、竹
田
と
の
有
縁

辻
つじ

畑
はた

　隆
たか

子
こ

略　歴
彫刻家
1951年　大分県中津市生まれ
多感な中学時代を竹田市荻町で過ごす。
旧荻町立緑ヶ丘中学校で学び、生徒会長も務める。
1975年に日展初入選でスタート。
その後、日展特選、大分県民栄誉賞、ロダン大賞展受賞など。
日展、日彫展、白日展で審査員を務める。
現在、日展会員、日本彫刻会会員、白日会会員。
日出町在住
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8�8-8���  大
分

県
竹

田
市

大
字

会
々

���0　
☎
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■

印
刷

／
い

づ
み

印
刷

こ
の

広
報

紙
は

再
生

紙
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

　

日
当
た
り
の
い
い
少
し
乾か

ん

燥そ
う

し

た
草
地
や
林り

ん

縁え
ん

に
生
育
す
る
高
さ

60
㌢
ほ
ど
の
半は

ん

寄き

生せ
い

す
る
１
年
草

で
す
。
半
寄
生
と
は
葉よ

う

緑
り
ょ
く

素そ

を
も

ち
光こ

う

合ご
う

成せ
い

も
す
る
が
他
の
植
物
に

寄
生
し
栄
養
の
一
部
を
吸
収
す
る

植
物
の
こ
と
で
す
。
全
体
に
分ぶ

ん

泌ぴ
つ

液え
き

を
出
す
腺せ

ん

毛も
う

が
あ
り
手
で
触さ

わ

る

と
べ
た
つ
き
ま
す
。

　

対た
い

生せ
い

す
る
葉
は
長
卵
形
で
不
規

則
に
深
く
裂さ

け
た
羽う

状
じ
ょ
う

で
、
大
き

い
も
の
で
長
さ
５
㌢
、
幅
が
３
・
５

㌢
ほ
ど
で
す
。
日
当
た
り
の
い
い

場
所
で
は
葉
が
赤
く
変
色
し
ま
す
。

　

花
は
枝
の
上
部
の
葉よ

う

腋え
き

に
口
を

開
い
た
格か

っ

好こ
う

で
、
径
１
・
８
㌢
ほ

ど
の
淡
紅
色
の
筒
状
に
な
っ
た
唇し

ん

形け
い

花か

を
咲
か
せ
ま
す
。

　

シ
オ
ガ
マ
の
仲
間
に
比
べ
小
ぶ

り
で
、
花
も
美
し
い
が
葉
ま
で
も

（
浜
で
も
）
美
し
い
の
で
、
浜
辺

の
景
色
を
引
き
立
て
る
塩し

お

竃が
ま

が
転

じ
て
小こ

塩し
お

竃が
ま

の
名
が
あ
り
ま
す
。

　

竹
田
で
は
里
山
の
乾
い
た
阿あ

蘇そ

凝
ぎ
ょ
う

灰か
い

岩が
ん

の
上
や
林
縁
の
傾
斜
地
な

ど
で
観
察
さ
れ
ま
す
。
花
期
は
９

月
か
ら
10
月
で
す
。

郷土の植物 （260）

阿孫　久見
第67回

コシオガマ（ゴマノハグサ科）

　９月15日、竹田市では100歳を超える方
を訪ね、お祝いを述べるとともに記念品を
贈り、健康と長寿を祝いました。
　竹田市には平成22年９月15日現在、65
歳以上の方が10,036人。その中でも100歳
以上の方は29人（女性24人、男性５人）お
られます。
　みなさん、いつまでもお元気で。

平成21年10月生まれ 誕生日　親
（自治会）

問
秘
書
広
報
係 

☎
６
３-

１
０
４
３

「秋
あき

の野
の

」
背中を丸めながら、さわわ
わ、と笑う秋の野草。散ら
ばりし高原の風を集めて。
撮影・デザイン／竹 蔵　TAKEGURA

平
成
22
年
11
月
に
１
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
る
お
子
さ

ん
の
写
真
を
募
集
し
ま
す
！

最高齢は�08歳 後
ご

藤
とう

畢
ひつ

子
こ

さん (東古町)

祝長寿
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本　　庁　☎0974-63-1111
荻 支 所　☎0974-68-2211
久住支所　☎0974-76-1111
直入支所　☎0974-75-2211 201010

たけたん情報　平成22年10月号

第40回久住高原祭り・第９回久住高原牛肉祭り
　とっておきの豊後牛と盛りだくさんのステージイベン
トに、秋風を添えて。

日　時　10月３日㈰　10:00 〜
場　所　久住山南登山口特設会場
●お問い合せ　くじゅう高原祭り実行委員会
　　　　　　　（久住高原観光協会）☎76-1610
　　　　　　　［URL］http://www.kuju-kankou.com/

笑いは元気のエネルギー !!

三
さん

遊
ゆう

亭
てい

歌
うた

之
の

介
すけ

独演会
日　時　10月12日㈫
　　　　18:30 〜 20:00
　　　　（開場　18:00）
会　場　ホテル岩城屋
入場料　無　料

プロフィール
昭和34年4月8日　鹿児島県肝属郡生まれ。
昭和53年 高校卒業後上京し、三代目・三遊亭圓歌（えんか）に入門。
昭和57年 二つ目に昇進。
昭和60年 若手演芸大賞最優秀二つ目賞受賞。NHK新人落語コン

クール入賞。
昭和62年 真打昇進試験に合格。初代・三遊亭歌之介となる。
平成３年 国立演芸場にて花形演芸大賞・金賞を受賞。

主　催／社団法人竹田法人会（竹田商工会議所内）
●お問い合せ　法人会事務局　　☎64-0042（直通）
　　　　　　　竹田商工会議所　☎63-3161　

田能村竹田 176 年祭
［遺墨展］　竹田先生とその師友・門下の作品
　日　時　11月１日㈪〜３日㈬　9:00 〜
　場　所　旧竹田荘画聖堂　※入場無料

［茶　会］　
　日　時　11月２日㈫〜３日㈬　9:00 〜 15:00
　　　　　（入席可）
　場　所　旧竹田荘母屋
　茶　券　1,000円

［献茶式］
　日　時　11月３日㈬　9:00 〜
　場　所　旧竹田荘画聖堂
●お問い合せ　竹田顕彰会事務担当 ☎62-2529（足達）

第５回トマト天国inおぎ・第31回荻ふるさと祭り
日　時　11月３日（水・祝）　9:00 〜 16:00
場　所　荻福祉健康エリア　グラウンド ・ 屋内多目的

運動場ほか
内　容　大なべトマト料理の実演・試食コーナー、高原

野菜の試食コーナー、トマトカレー、トマトケー
キ等の格安販売ほか

●お問い合せ　トマト天国inおぎ・荻ふるさと祭り実行
委員会（竹田市荻支所いきいき市民課　☎68-2211・
九州アルプス商工会荻支所 ☎68-2209）

歴史資料館　　　　　　　　　  　  ☎63-1923

〔開館時間〕9:00 〜 17:00
〔休 館 日〕月曜日。祝日の翌日（月曜日が祝日の場合
　　　　　　は開館）

◇展示替えに伴う臨時休館
　資料館展示替えに伴い、10月26日㈫から10月29日㈮
まで臨時休館します。ご迷惑をおかけしますが、よろし
くご了承ください。

○嚶鳴フォーラムｉｎ竹田　『ふるさと先人展』
　７月９日㈮〜 10月24日㈰　２階展示室Ｂ
　嚶鳴フォーラム参加自治体から、細井平洲・多久茂久・
佐藤一斎・渡辺崋山などふるさとの先人の書・遺品など
を借用し、展示します。
○秋季企画展　『中川氏御年譜』とその時代展
　10月30日㈯〜 11月14日㈰　２階展示室Ｂ
　岡藩主中川氏の歴史を綴った『中川氏御年譜』と、そ
れが作成された時代背景を関連資料と共に紹介します。

市民ギャラリー水琴館　　　　 ☎ 63-2200

〔開館時間〕9:00 〜 17:00
〔休 館 日〕月曜日。祝日の翌日（月曜日が祝日の場合
　　　　　　は開館）
　　　　　　10月13日㈬は展示替えのため休館します
○第25回竹田市美術展     〜 10月11日㈪

（阿南英行　☎62-2619）
○郷土の水彩画家・伊東正明展
　10月14日㈭〜 24日㈰
　竹田市出身の一水会会員・日展会友の水彩画家・伊東
正明（1913 〜 1988）氏のご遺族から竹田市に寄贈さ
れた作品を展示。　　　　　　　　（水琴館 ☎63-2200）
○二九志の会作品展
　10月26日㈫　午後〜 11月7日㈰
　昭和29年卒竹田小学校卒業生の会による作品展。絵
画、型染、陶芸、書道など50点を展示。

（佐藤昭次　☎63-1317）
※なお、展示内容の詳細を知りたい方は、申込者へ直接

お電話ください。

　　　　　　　　　→
高原で食べる豊後牛に
舌鼓みを打つ観光客の
みなさん
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月間・週間
10月1日は「土地の日」、10月は土地月間です

「笑顔咲く　未来の種を　その土地に」
○土地についての４つの「基本理念」を理解しましょう。
　１　公共の福祉が優先します。
　２　計画に従って適正に利用されなければなりません。
　３　投機的な土地取引はいけません。
　４　利益に応じた適正な負担が求められます。
○一定面積以上の土地取引を行う場合には、契約締結後

２週間以内に届出が必要です。
　・届出者は…　土地の取得者（買主）
　・届出の必要な土地とは…
　　市街化区域：2,000㎡以上
　　市街化区域を除く都市計画区域：5,000㎡以上
　　その他の区域：10,000㎡以上
　・届出の必要な取引とは…
　　売買、交換、営業譲渡、譲渡担保、共有持分の譲渡、

地上権・賃借権の設定・譲渡、予約完結権の譲渡、
信託受益権の譲渡、地位譲渡など（なお、これらの
取引の予約である場合も含みます）。

　・届出書類は…
　　届出書、契約書の写し、位置図、周辺状況図、形状

図（字図等）を土地の所在する市町村国土法担当課
へ提出してください。

●お問い合せ　竹田市企画情報課　☎63-4801

年　金
国民年金保険料の控除証明書をお送りします
〜年末調整や確定申告に必要です〜
　平成22年１月１日から10月１日までの間に国民年金
保険料を納めた方を対象に、11月上旬頃（予定）日本
年金機構（東京）から「社会保険料（国民年金保険料）
控除証明書」が郵送されます。
　年末調整や確定申告の際に国民年金保険料の納付
を証明するものですので、大切に保管してください。
●お問い合せ　日本年金機構大分年金事務所
　　　　　　　（〒878-0997　大分市東津留2-18-15）
　　　　　　　☎097-552-1211

縦　覧
社会資本整備総合交付金（まちづくり交付金）
に係る都市再生計画の事後評価原案の縦覧
１）縦覧場所と期間
　縦覧場所：竹田市役所建設課
　縦覧期間：平成22年10月８日㈮から10月22日㈮まで
　　　　　　午前８時30分〜午後5時
　＊土曜・日曜日及び祝祭日は除く
●お問い合せ
　竹田市建設課都市計画係　☎63-4808

募　集
第６回歳末助け合いチャリティーショー出演者募集
開催日時　12月４日㈯  午前の部：10時開演　
　　　　　　　　　　　午後の部：15時開演

開催場所　竹田市文化会館大ホール
申込期限　10月29日㈮
出演時間　舞踊5分以内、寸劇15分以内、神楽・太鼓は

10分以内、その他は5分以内（カラオケは不
可）

出演資格　市内に住所を有する人、または市内に勤務す
る人で構成する団体・グループまたは個人と
し、危険を伴う内容、公序良俗に反するもの
でないこと団体出演は１団体１演目。舞踊は
１会派1演目とし、指導免許を有する人が必
ず出演すること

※出演者の諸経費、出演料、交通費、出演に必要な諸経
費及び物品などは、すべて出演者側で負担をお願いし
ます。

※申込みが多い場合は、出演調整をします。
●お問い合せ・お申込み
　竹田市社会福祉協議会　☎63-1544
　竹田市社会福祉協議会各支所（荻）☎68-3050
　（久住）☎64-3823、（直入）☎75-2216
　竹田市福祉事務所　☎63-4811

介護予防をテーマとした俳句・短歌・川柳募集
応募方法　はがきに「見出し:介護予防俳句（短歌・川

柳）」、「作品」、「居住市町村」、「氏名（ペンネー
ム）」、「年齢」、「連絡先」、「公表（可・不可）」
を明記のうえ、下記まで応募ください。

　　　　　※投句数に制限はありません
　　　　　※ＦＡＸ、封書による応募も可能です
募集期限　〜 11月30日㈫まで
応 募 先　大分県高齢者福祉課
　　　　　　〒870-8501 大分市大手町3-1-1
　　　　　　FAX 097-506-1737
            　大分県老人クラブ連合会
　　　　　　〒870-0907 大分市大津町2-1-41
　　　　　　FAX 097-558-5349
●お問い合せ　
　大分県高齢者福祉課　☎097-506-2688

大分トリニータ応援プロジェクト

TRINITA GO! RUN! プロジェクト（竹田市民無料招待）
日　　時　11月23日（祝・火）　14:30 〜
対戦相手　ロアッソ熊本
会　　場　大分銀行ドーム
募集人員　竹田市在住者500名　※無料招待
応募方法　往復はがきの往信裏面に①11月23日の熊本

戦 ②住所 ③氏名・年齢 ④電話番号 ⑤チケッ
トの希望枚数（５枚まで：大人○枚、小中高
生○枚）を記載し、返信用表面に返信先（ご
自分の）住所・氏名をご記入のうえ、宛て先
までお送りください。返信裏面には招待に関
するご案内文が記載されます。必ず白紙のま
まで差し出してください。往復はがきは各自
ご用意ください。応募多数の場合は抽選にな
ります。

応募期限　11月15日㈪必着
申込み先　〒870-0126　大分市大字横尾1629番地
　　　　　大分フットボールクラブ「試合観戦（熊本戦）」係
●お問い合せ　大分フットボールクラブホームタウン推進部
　　　　　　　☎097-554-2250
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相　談
悩まず　どんとこい労働相談
期　　間　10月25日㈪〜 31日㈰
受付時間　平日9:00 〜 20:00（来所受付18:30迄）
　　　　　土日9:00 〜 17:00（来所受付16:00迄）
　　　　　※FAX相談は終日受付（097-506-1788）
電話相談　☎097-536-3650（専用）
●お問い合せ
　大分県労働委員会事務局（大分県庁舎本館７階）
　☎097-506-5241

検察審査会にご相談を！
　交通事故、詐欺などの被害にあって、警察や検察庁に
訴えたが、検察官がその事件を裁判にかけてくれない。
こんな不満をお持ちの方は、検察審査会にご相談くださ
い。相談は無料です。秘密は固く守られます。
　詳細は大分検察審査会事務局（☎097-532-7161）に
お問い合せください。

学習会
豊肥ブロック「心の病を考える地域学習会」
　心の病に対する正しい知識の普及を目的に学習会を開
催します。
　治療をされている本人、家族、心の病について関心の
ある方など、どなたでも参加できます。参加料は無料です。
お気軽にご来場ください。
日　　時　11月1日㈪　9:00 〜 14:30
場　　所　豊後大野市神楽会館（道の駅きよかわ内）
内　　容　講演 「統合失調症・社会復帰に向けて」
　　　　　講師／大分大学医学部付属病院精神科
　　　　　　　　田中　悦弘先生
　　　　　※講演の他、福祉施設等の紹介や個別相談を
　　　　　　行います。
申 込 み　10月26日㈫までにお申し込みください。
●お問い合せ　㈳やまなみ福祉会　☎63-3204
　　　　　　　竹田市福祉事務所福祉係　☎63-4811

コミュニケーション支援
手話奉仕員を派遣します
聴覚障がいの方へ

　聴覚障がいのある方が、通院や求職活動、各種イベン
ト等に参加する際に必要に応じて手話奉仕員を派遣しま
す。内容についてはご相談ください。
■利用料　無 料
■手続き　事前に竹田市福祉事務所または各支所いきい

き市民課に申請が必要です。FAXでの申請も
受付けています。詳しくは下記まで。

●お問い合せ　竹田市福祉事務所　☎63-4811
　　　　　　　　　　　　　　　　FAX 63-0988

農　業
10月１日から米トレーサビリティ法が施行されます
　米トレーサビリティ法とは、「米穀の取引等に係る情

報の記録及び産地情報の伝達に関する法律」のことで、
安全性を欠く米穀の流通の防止や適正かつ円滑な流通の
確保、そして、消費者が適切な情報を得られるようにす
るため、米穀事業者に対して、①米穀等の取引、移動、
廃棄等に係る情報の記録と記録の保存、②産地情報の伝
達を義務付けるというものです。
■適用時期
　①取引等の記録、記録の保存
　　平成22年10月１日から
　②産地情報の伝達
　　平成23年７月１日から
■対象品目

米及び米加工品
　・米穀（もみ、玄米・精米等）
　・米粉や米こうじ等中間原材　料
　・米飯類、もち、だんご、米菓、清酒、単式蒸、

留焼酎、みりん

■対象者（米事業者）
　生産者、及び米・米加工品を販売、輸入、加工、製造
または、提供の事業を行うすべての人
■内　容
　①米や米加工品を取引、移動、廃棄等行った場合には

記録し、その記録を保存します。

○記録事項
　品名、産地、数量、搬出入を行った年月日、取
引先名、搬出入を行った場所等

○記録の保存期間
　原則３年間（賞味期限に応じて３か月、３年間、
５年間と異なる）。

　②米や米加工品を他の事業者へ譲り渡す場合や、一般
消費者へ販売提供する場合に産地情報を伝達します。

　○伝達方法
　商品への記載、伝票等への記載などです。
■罰　則

　伝票等を作成保存しなかったり、事業者間や消費者
への産地情報伝達に違反があった場合は、50万円以
下の罰金となります

農業機械の安全使用について
　農業機械は操作を間違えると重大な事故になりますの
で次のことに注意しながら作業を行いましょう。
■機械の整備点検
　・作業を始める前に必ず整備点検する。
　・作業期間中も定期的に機械を整備点検する。
　・整備点検時は、必ずエンジンを停止する。
■周囲の安全自分の安全
　・作業中は、自分も含めて周囲の安全に注意を払うた

め常に周囲を見張る。
　・作業箇所や圃場出入り口、農道等の安全を確認する。
　・作業する場所や時間を家族に知らせておく。
■無理のないゆとりの作業
　・作業計画を立て、無理な作業をしない。
　・適度に休息しながら作業する。
　・機械の無理な操作をしない。
●お問い合せ
　九州農政局大分農政事務所地域第２課
　☎ 0974-22-2311
　なお、農林水産省ホームページに詳細を掲載していま
すのでご覧ください。
　http://www.maff.go.jp/
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若き声楽家の誕生と栄誉を見届けよ
未来に翔

はばた
く若き声楽家たち

第64回瀧廉太郎記念全日本高等学校声楽コンクール
　全国の高校生がこの瀧廉太郎のゆかりの町・竹田に集い、日本一を目指します。今年も新たな感動のドラマがその歴史
に刻まれることでしょう。市民のみなさんも若き声楽家のたちを応援しませんか。ぜひ会場にお越しください。

10月15日㈮　18：00 〜　開会式
16日㈯　13：00 〜　予　選
17日㈰　11：00 〜　本　選

主　催　竹田市 ・ 竹田市教育委員会 ・ 大分県教育委員会 ・ 瀧廉太郎記念音楽祭実行委員会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
後　援　文部科学省・大分県・社団法人全国高等学校文化連盟・社団法人ツーリズムおおいた・毎日新聞社・読売新聞西部本社 
　　　　西日本新聞社・朝日新聞社・大分合同新聞社・ＮＨＫ大分放送局・ＯＢＳ大分放送・ＴＯＳテレビ大分・ＯＡＢ大分朝日放送
　　　　エフエム大分・ＡＮＡ全日空・竹田商工会議所・竹田ロータリークラブ・竹田ライオンズクラブ・瀧廉太郎会
　　　　竹田市観光ツーリズム協会・竹田市文化連盟・ドイツライプツィヒ市

【お問い合せ】　瀧廉太郎記念全日本高等学校声楽コンクール事務局（竹田市文化会館）　☎ 0974-63-2734

第64回瀧廉太郎記念全日本高等学校声楽コンクール出場者リスト

【瀧廉太郎賞】
ウィーン留学助成　１位 60万円 　２位 40万円

【文部科学大臣奨励賞】　【ライプツィヒ賞】

田中　千智
（北海道）

千葉　晃樹
（岩手県）

佐藤　千里
（宮城県）

上野目泰之
（東京都）

小熊　　茜
（神奈川県）

本多麻莉子
（石川県）

鷲山恵利子
（愛知県）

川瀬　千音
（滋賀県）

瀧川　穂積
（京都府）

神田　幹子
（兵庫県）

澤田　志穂
（奈良県）

田代　華菜
（和歌山県）

椿　　翔太
（鳥取県）

米山　杏子
（島根県）

平松眞美子
（岡山県）

山中　美咲
（広島県）

本多　唯那
（山口県）

新居　芳美
（徳島県）

木原　理菜
（愛媛県）

森　　翔梧
（高知県）

中山小百合
（熊本県）

戸田　早紀
（大分県）

木村　雄太
（大分県）

谷口まりや
（宮崎県）

香月優希野
（福岡県）

池田　由利
（佐賀県）

瀬尾　玲奈
（長崎県）

大平　倍大
（鹿児島県）

金城美奈子
（沖縄県）

芳賀あずさ
（姉妹都市・仙台市）

（敬称略）
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環境衛生課からのお知らせ
清掃センターの焼却炉解体工事が始まっていま
す。解体後リサイクルセンター建設に着工します。
工事期間中（平成24年３月末まで）清掃センター
内には大型工事車両や工事関係者が頻繁に出入り
するため、一般の方のごみの持込は危険です。
直接持込は控えて、定期収集に出すように皆様の
ご協力をお願いします。
なお、分別の悪いごみは収集しません。

10月から不燃物の処理・分別はすべて職員の手作業となります。分別作業を容易
にするため、不燃ごみは下記のように正しく分別をして出してください。

●不燃ごみの分別の仕方
　１．不燃ごみは小袋にいれず、そのまま黄色い袋に入れてください。
　２．ビン・缶・ペットボトル等の資源ごみは、それぞれに分けて、ピンクの袋に

入れてください。
　３．プラマークの付いたプラスチック製容器は青い袋に入れてください。
　４．ペットの尿取り用の燃やせる砂・紙製の物は可燃ごみの白い袋で、燃やせな

い砂は黄色の袋に入れてください。

写真のごみ類は可燃物です。間違わないでください。
（プラスチック製バケツ　くつ・長靴・カセットテープ　スリッパ・油等の容器）

●容器についているマーク
このマークのついた容器はプラスチック製容器です。廃プラごみで青い袋
に入れてください。
　例）お菓子の袋・豆腐容器・カップラーメン等の容器などに使われています。
出すときは、軽く水洗いをしてください。

このマークは PET 材質のボトルです。資源ごみでピンクの袋に入れ
てください。
　例）飲料水・しょう油などに使われています。
正しく分別し指定袋に入れて定期収集に出してください

※詳しくは「竹田市ごみの分け方辞典」をご覧いただき、定められた方法できちんと分別してください。

PE
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●可燃物ごみの出し方について
生ごみ類は、水切りをよくして可燃物ごみとして指定袋に入れて出してください。

●粗大ごみ・一時的多量ごみの持込方法
※申し込みが必要です。（11月から）
粗大ごみや一時的多量ごみは随時受け入れていましたが、11月より申し込みが必要
となります。
持込む２日前までに、電話にて清掃センターに申し込み、持込むごみの内容・種類な
どを伝えてください。

環境衛生課　　☎０９７４－６３－４８２１

申し込み先 清掃センター　電話 ０９７４－６８－２８１９
（受付時間　午前８時30分～午後４時30分）

※定期収集に出せるごみは定期収集に出してください。
　「一時的多量ごみ」とは、引越し・大掃除などで出るごみです。

●粗大ごみは切断や分別してください
清掃センター解体工事に伴い今までの破砕する機械が使用できないため可燃性粗
大ごみは以下のように切断・分別して持込んでください。
○可燃粗大ごみのカーペット・タンス・机・ベッド（木製）などは、50㎝程度に切り、

畳は半分に切ってから持込んでください。
○不燃性粗大ごみは金属類と可燃ごみに、スプリングマットやソファーは分解し

て布とスプリングに分けて持込んでください。

●事業系一般廃棄物を排出する方へ
ごみ類を排出する方は、業者に委託（許可業者）するか事業者が直接清掃センター
に持込み処理してください。分別は家庭から出るごみの出し方と同じですので、
正しく分別をして下さい。

リサイクルセンター施設概要（平成23年度完成予定）
建設場所：清掃センター　竹田市荻町馬背野
施設規模：6.7 ｔ / 日
ごみ種類：不燃ごみ、缶類、ペットボトル、廃プラスチック類、段ボール類
建設費用：環境省交付金１/ ３　地方債　環境施設整備基金
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11月１日は、「おおいた教育の日」です！
　大分県では、教育に対する関心と理解を深め、学校・家庭・地域社会が相互に協力することにより、明日の大分を
担う心豊かでたくましい子どもたちを育成するとともに、地域社会の振興に主体的に参加する人づくりを進めるため、
11月１日を「おおいた教育の日」、11月１日から７日を「おおいた教育週間」と定めています。

☆「おおいた教育の日」を中心に、竹田市の学校等で実施される行事を紹介します。
名　　称 期　　日 場　　所 内　　　　　容

PTA・学校共催
ふれあい人権集会 10月９日㈯ 荻小学校体育館 *人権バンドによる講演会

子どものための優れた
舞台芸術体験事業 10月14日㈭ 緑ヶ丘中学校 *琵琶ユニット「びかむ」コンサート（県教委

主催事業）
努力遠足 10月15日㈮ 都野小学校（黒岳登山） *地域サポーターや保護者の方と一緒に黒岳登山

教育講演会 10月下旬 学校法人稲葉学園
竹田南高校体育館 *教育講演会

嚶鳴フォーラムin竹田 10月23日㈯ 市文化会館 *ふるさとの先人を「まちづくり」、「人づくり」、
「心そだて」に活かしていく

なかよしまつり 10月23日㈯ 竹田支援学校 *劇による発表、児童生徒の作品展示
授 業 参 観・ ウ ォ ー ク ラ
リー 10月24日㈰ 竹田小学校及び

市内 *授業参観及び親子で市内をウォークラリー

南部小ふれあいフェスタ 10月24日㈰ 南部小学校 *授業公開・地域の方々とのふれあい授業
ふれあい学級 10月28日㈭ 直入小学校 *祖父母とのふれあい活動
日曜授業参観 10月31日㈰ 宮城台小学校 *各学年の授業を公開
親子ふれあいレクリエー
ション 11月7日㈰ 豊岡小学校 *親子で一緒に遠足

第２回
川端康成記念講演会 11月10日㈬ 竹田高校体育館

*昭和27年当市を訪れた川端康成氏が竹田高校
で講演を行った経緯があり、そのことを記念
して昨年第１回講演会が開催され、今年度は、
２回目となる

第２回学校公開日ごみ０
大作戦Ⅱ 11月11日㈭ 菅生小学校

菅生小校区
*地域の方と道路や文化財周辺の清掃を行い、
環境美化への意識を高める

学園祭 11月14日㈰ 三重総合高校久住校 * 学園祭
授業公開 11月12日㈮ 久住小学校 *車いすマラソンおでかけワークショップ
文化祭 11月20日㈯ 竹田南部中学校 *文化祭（生徒劇・展示・合唱・吹奏楽部発表）
蛍雪祭 11月21日㈰ 竹田中学校 *文化祭（演劇・合唱・展示等）

文化祭 11月23日
（火・祝） 都野中学校 *文化祭（学年劇・合唱・バザー・作品展示）

文化祭 11月23日
（火・祝）

久住中学校
（くじゅうサンホール） *文化祭

城原っ子フェスティバル 11月28日㈰ 城原小学校 *学習発表会や地域の方とのふれあい活動
滝廉太郎記念「全日本高
等学校声楽コンクール」

10月15日㈮～
10月17日㈰　 市文化会館 *将来の声楽家の登竜門として、全国の高校生

に参加を募り、コンクールを開催

廣瀬武夫図書展示 10月 1 日㈮～
10月31日㈰　 市図書館 *図書館所蔵の廣瀬武夫に関する図書を展示

中川氏御年譜とその時代 10月30日㈯～
11月14日㈰　 市歴史資料館 *竹田市に寄託された「中川氏御年譜」及び関

連資料の紹介
第62回 画 聖「 田 能 村 竹
田」先生をしのぶ美術際

11月1日㈪～
11月4日㈭　 竹田市体育センター *郷土の先哲であり、文人画家でもある「田能

村竹田」をしのぶ美術祭

授業公開 11月８日㈪～
11月12日㈮　 竹田高校 *通常の授業を公開

嚶鳴フォーラムin竹田　
ふるさと先人展

７月９日㈮～
10月24日㈰　 市歴史資料館 *嚶鳴フォーラム参加自治体から、ふるさとの

先人の遺品等を展示

●お問い合せ　竹田市教育推進連絡協議会（事務局．竹田市教育委員会　☎63-4833）
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医療費助成
子ども医療費を助成します
　乳幼児医療費助成事業については、平成22年10月受
診分から県の制度が変わり、これまでの制度に加え、入
院医療費についての対象年齢を中学生まで引き上げ、制
度の名称が「子ども医療費助成制度」となりました。

受給者証について
　現在お持ちの「乳幼児」の受給者証については、有効
期間内はこれまでどおり使用できます。　
　制度改正に伴い、新たに対象となる小中学生のいる世
帯には、９月末にお知らせと申請書を郵送しています。
　小中学生の受給者証の発行は随時行いますので、入院
される際は申請書の提出をお願いします。

◆「入院」医療費助成対象年齢を小中学生まで拡大します

区分 0歳〜
就学前 →

区分 ０歳〜就学前
（乳幼児） 小中学生

入院 ○ 入院 ○ ○
通院 ○ 通院 ○ ×

●お問い合わせ　竹田市健康増進課
　　　　　　　　☎63-1111（内線171・172）

児童扶養手当
父子家庭の皆さまの「児童扶養手当」申請を
受付しています！
〜 11月30日までに、認定請求手続きが必要です 〜
　これまで母子家庭を対象にしていた「児童扶養手当」
が、平成22年８月分から、父子家庭にも支給されるこ
とになりました。手当を受給するためには、市へ認定請
求の手続きが必要です。
　申請忘れのないよう、11月30日までにお早めに手続
きをお願いいたします。11月30日を過ぎると、申請の
翌月分からの支給になりますのでご注意ください。
　支給要件や所得制限などありますので、詳しくは下記
までお問い合わせください。
●お問い合せ　竹田市福祉事務所　子育て支援係　
　　　　　　　☎63-1111（内線154）

移転のお知らせ
　大分地方法務局が新庁舎に移転しました

（平成22年８月30日㈪）

新所在地
〒870-8513　大分市荷揚町７番５号（大分法務総合庁
舎内）　☎097-532-3161（代表）

福岡入国管理局大分出張所が移転しました
（平成22年９月21日㈫）

新所在地
〒870-8513　大分市荷揚町７番５号（大分法務総合庁
舎１階）　☎097-536-5006

福　祉
無資格者によるはり、あん摩マッサージ
業務行為から予防しましょう
　あん摩、マッサージ若しくは指圧、はり又はきゅうを
業として行おうとする場合には、あん摩マッサージ指圧
師、はり師、きゅう師等に関する法律（昭和22年法律
第217号）において、免許を取得しなければならないと
規定されており、無資格でこれらの行為を行ったものは、
同法により処罰の対象になります。
　また、あん摩マッサージ指圧、はり又はきゅうの施術
を希望される方は、こうした制度の内容をご理解いただ
き、有資格者による施術を受けていただきますようお願
いします。
●お問い合せ　竹田市福祉事務所福祉係　☎63-4811

心の病気について知っていますか？
10月25日〜 10月31日は精神保健普及運動週間です
　この運動の目的は、精神障害者の福祉の増進と国民の
精神保健の向上を図ることを目的としています。地域社
会における精神保健と精神障害者の福祉に関する理解を
深め、精神障害者の早期治療、そして社会復帰と自立、
社会参加の促進を図るとともに、精神障害発生の予防や
国民の精神的健康の保持・増進を図ります。
●精神保健福祉相談のご案内
　豊肥保健所では専門の医師による精神保健相談を実施
しています。気分の落ち込み・ひきこもり・認知症・依
存症等のこころの健康について相談のある方は、ぜひお
気軽に相談してください。
日　時　平成22年11月24日㈬、12月22日㈬
　　　　平成23年１月26日㈬、３月23日㈬
　　　　14:00 〜 16:00
場　所　竹田総合庁舎豊肥保健所出張サービス会場
※相談は無料ですが、事前予約が必要です
●お問い合せ
　豊肥保健所地域保健課　☎0974-22-0162
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求　人 ハローワーク豊後大野竹田職業相談室☎ 63-1101

①送迎運転手・作業員１人18 〜 20万円　②食肉加工・
配達・販売１人12 〜 14万　③リハビリ助手１人12.8
万　④ガソリンスタンド販売員１人13 〜 14.7万　⑤自
動車整備員１人13.0 〜 18.0万　⑥清掃員１人10.7万　
⑦調理員２人12.0 〜 18.0万　⑧鮮魚加工及び販売員４
人18.0 〜 30万　⑨営業及び配達・雑務員１人17.0 〜
20.0万　⑩介護職員１人13.5万　⑪接客係１人11.4万
⑫調査事務員１人12.7万

〔パート求人（時給）〕
⑬ホームヘルパー１人1,200円　⑭レジ係１人677円　
⑮販売員３人700円　⑯客室清掃員１人650 〜 700円　
⑰洗い場係１人700円　⑱医療事務及び医療品販売員１
人700円　⑲調理員３人650円　⑳送迎運転手１人700
円　㉑歯科衛生士または歯科助手１人800 〜 1,000円　
㉒販売スタッフ（竹田）1人800円　㉓調理補助・食器
洗浄係１人680 〜 800円　㉔ジェラート・焼菓子の販売・
製造員２人720 〜 750円

国民健康保険
インフルエンザ予防接種料の一部を助成します
　竹田市国民健康保険に加入する64歳までの方を対象
に、インフルエンザ予防接種を受けた方に対して、１人
1,000円（年度内において１回限り）を助成します。
※詳しくは、今月の班回覧のチラシをご覧ください。
●お問い合せ　竹田市保険課国保・高齢者医療係
　　　　　　　☎63-4809

催　し
神原渓谷ウォーク
日　時　10月17日㈰　9:30出発
場　所　神原キャンプ場
コース　約10km（神原キャンプ場駐車場〜穴森神社〜

山の神〜キャンプ場駐車場）
参加費　300円
●お申込み・お問い合せ　竹田ウォーキング協会　
　　　　　　　　　　　　☎090-8831-0987

10月１日は国勢調査の調査日です！
　５年に１度行われる国勢調査は、日本に住んでいるすべて
の人および世帯を対象に実施する最も重要かつ大規模な統計
調査です。平成22年国勢調査は、日本が本格的な人口減少社
会となって実施する最初の国勢調査で、未来の日本を考える
ために欠くことのできない最新の人口・世帯の実態を明らか
にする重要な調査です。皆さんが記入した調査票のデータは、
地方交付税の算定基準や福祉政策、生活環境整備、防災対策
など、さまざまな施策の実施や計画の基になります。
　今回竹田市では、総務大臣より任命を受けた指導員23名、
調査員192名が国勢調査に従事しています。現在、記入済み
の調査票を調査員が回収しております。調査員や統計担当者
が調査で知りえた個人情報を他人に漏らしたり、統計の目的
以外で使用したりすることは法律で固く禁じられています。
集計後は外部の目にふれないよう厳重に３年間保管され、そ
の後すべてを溶かして再生紙となり生まれ変わります。

統計調査票には、
あなたの “ 今 ” を、
お知らせください。
お願いします。

●お問い合わせ先
　国勢調査コールセンター　☎０５７０—０１—２０１０（ナビダイヤル）
　国勢調査竹田市実施本部（市役所２階企画情報課）☎６３—４８０１

総務省・大分県・竹田市
国勢調査については，平成22年国勢調査広報サイト「国勢調査e-ガイド」をご覧ください。

http://www.stat.go.jp/data/kokusei/2010/kouhou/index.htm

検 索国勢調査e-ガイド
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○大分県歯科医師会　☎ 097-545-3151
　http:www.oita-dental-a.or.jp/
受診時の注意　当番院は、やむを得ず変更になる場合があります。
あらかじめ当番院または竹田市消防署（☎ 63-0119）にお電話
で確認されるようお願いします。また、院外薬局が休みの場合は、
あらかじめ用意されて約束処方となることがありますので、ご了
承ください。

休日及び夜間の在宅当番医
大久保病院　 ☎64-7777

受付時間　平日夜間　18:00 〜 21:00
　　　　　土　曜　日　13:00 〜 21:00
　　　　　休　　日　  8:30 〜 21:00
注意事項　・かかりつけの病院がある場合は、できるだけ

そこで診てもらうようお願いします。
　　　　　・事前に症状、年齢、その他必要事項を病院へ

電話連絡したうえで受診をしてください。
　　　　　・症状が重い場合は救急車を呼んでください。
※竹田医師会病院でも電話で相談いただき、可能な場合は診療します。

小児科外来休日当番院
当 番 日 医療機関 電話番号

10月２日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

10月３日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

10月９日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

10月10日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121
10月11日㈪ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

10月16日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

10月17日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

10月23日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

10月24日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

10月30日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

10月31日㈰ みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230

11月６日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

11月７日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

受付時間　8:30 〜 11:30（こども診療所は9:00 〜 11:30）
診療時間　9:00 〜 12:00（三重東クリニックは8:30 〜 12:00）
※土曜日については、上記以外にも診療を行っているところがあります。
※公立おがた総合病院と県立三重病院は、平成22年10月１日より「豊後大野

市民病院」、「豊後大野市民病院三重診療所」として診療を開始します。

○豊後大野市民病院　http://ogatahp.ddo.jp/
○み や わ き 小 児 科　http://www.miyawaki-kodomo.com/
○三重東クリニック　http://www.sekiaikai.jp/index.html
○竹田市立こども診療所　http://www.city.taketa.oita.jp/

歯科休日当番医院
当番日 医療機関 電話番号

10月３日㈰ 長湯ごとう歯科（直入） 0974-75-3001
10月10日㈰ 長湯ごとう歯科（直入） 0974-75-3001
10月11日㈪ まつもとクリニック（竹田） 0974-62-2400
10月17日㈰ 竹下歯科医院（竹田） 0974-62-2662
10月24日㈰ たけした歯科医院（竹田） 0974-63-3212
10月31日㈰ 歯科筑紫医院(久住) 0974-76-0024

※診療時間を確認のうえ、受診してください。

竹田の話題がまるごと観られるのはＴＣＴだけ !!

◇たけた市民チャンネル特番
・アルテヴィーヴァコンサート　クレッシェンド in 竹田 

放送日 10月９日、16日、23日、30日㈯　17:00〜
　８月21日（土）に、久住公民館くじゅうサンホールで行
われた、アルテヴィーヴァコンサートの模様をお届けしま
す。国内外で活躍している芸術家の皆さんによるコンサー
トを、ぜひご覧ください。

・第２回　温泉シンポジウム 
放送日 10月10日、17日、24日、31日㈰　14:00〜

　竹田市総合社会福祉センターで行われた、第2回温泉シン
ポジウムの模様をお届けします。シンポジウムでは、「温泉
文化と街づくり」と題し、ＮＰＯ法人健康と温泉フォーラ
ム常任理事・合田純人氏による基調講演が行われました。
◇自主放送番組

・みんなで学ぼう救急救命法
〜ＡＥＤの使用方法について〜　
放送日 ㈪17:00〜、㈫12:00〜、㈬9:00〜、㈭ 20:45〜、

㈮21:45〜、㈯9:45〜、21:00〜　㈰18:00〜
　竹田市消防署の救急救命士の方に、救急救命法と、ＡＥ
Ｄの使用方法を教えていただきました。いざというときの
ために、救命法を確認してみてはいかがですか。

・第26回　大分県消防操法大会
放送日 ㈪21:00〜、㈫9:00〜、㈬ 12:00〜、㈭ 15:00〜、

㈮18:00〜、㈯21:30〜、㈰18:30〜
　８月22日に開催された、第26回大分県消防操法大会で、
ポンプ車の部に出場し優勝した、荻方面隊第２分団と、小
型ポンプの部に出場し優勝した、久住方面隊第１分団第２
部の皆さんの勇姿をご覧ください。

・大河　独眼竜政宗　（毎週月曜更新）
放送日 ㈪8:00〜、㈫15:00〜、㈬17:00〜、㈭20:00〜、

㈮9:00〜、㈯23:00〜、㈰12:00〜
　９月６日月曜日より、ＮＨＫで、87年１月４日から87年
12月13日まで放映された、「独眼竜政宗」の放映を開始しま
した。独眼竜と恐れられ、仙台62万石を一代で築いた伊達
政宗の生涯、全50回をお届けします。

●お問い合せ　竹田市ケーブルネットワークセンター
　　　　　　　☎76-1415

たけたケーブルテレビ
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